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協調会と大I)〔社研

三究並
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あ
る
。

協
洲
会
は
政
府
と
財
界
の
出
資
に
よ
る
財
団
法
人
・
公
拙
法
人
と
し
て
社
会
化
さ
れ
た
国
家
機
関
の
一
菰
で
あ
り
、
大
原
社
研
は
一
地

方
財
閥
の
山
資
金
に
よ
る
純
粋
の
民
間
機
関
で
あ
っ
た
。
協
調
会
は
政
府
と
財
界
の
出
資
金
七
五
三
万
円
の
財
団
で
あ
り
、
大
原
社
研
は

大
原
財
閥
の
数
十
万
円
の
当
初
出
資
金
で
設
立
さ
れ
た
財
団
で
あ
っ
て
、
財
団
の
財
政
規
模
に
お
い
て
一
○
対
一
以
上
の
差
が
あ
っ
た
。

所
員
・
職
員
の
数
を
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
時
点
で
比
較
す
れ
ば
、
解
散
に
直
面
し
た
協
調
会
の
東
京
本
部
関
係
者
は
六
○
名
を
超
え

て
い
た
が
、
新
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
大
原
社
研
の
総
員
は
一
○
名
曝
度
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
機
関
は
、
所
在
地
も
、
束
と
西
に
別
れ

て
い
た
。
協
調
会
の
本
部
は
璽
雁
・
芝
に
あ
っ
た
が
、
大
原
社
研
の
本
拠
は
長
く
大
阪
・
天
王
寺
に
あ
っ
た
。

協
調
会
は
、
「
寄
付
行
為
」
に
よ
れ
ば
、
「
事
業
主
と
労
働
者
と
の
協
同
調
和
を
図
る
」
た
め
「
社
会
政
策
に
関
す
る
諸
般
の
調
査
研

究
」
を
行
な
い
「
其
の
実
行
」
を
目
的
と
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
大
原
社
研
は
、
「
寄
付
行
為
」
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
問
題
ノ
解
決
二
資
ス

ル
」
た
め
「
社
会
間
麺
一
一
閃
ス
ル
学
術
上
ノ
研
究
調
査
」
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
機
関
で
あ
っ
た
。
「
協
同
調
和
」
と
「
社
会
問

趣
ノ
解
決
」
と
の
間
に
は
、
大
Ｈ
水
帝
国
の
柵
造
を
国
家
機
柵
と
し
て
だ
け
で
な
く
社
会
内
諸
災
川
の
複
合
体
と
し
て
捉
え
、
社
会
皿
動

の
航
域
を
認
識
す
る
と
い
う
共
皿
の
「
社
会
」
的
問
題
意
識
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
「
社
会
」
問
題
へ
の
対
応
姿
勢
に
お
い
て
、

こ
の
二
つ
の
調
査
・
研
究
機
側
は
、
「
協
調
」
を
求
め
る
か
「
解
決
」
を
求
め
る
か
、
明
ら
か
に
対
極
を
柵
成
す
る
位
悩
に
あ
っ
た
の
で

た
。
同
じ
く
一
九
一
九
陀

逆
を
選
ぶ
一
九
四
六
年
１

の
対
応
を
見
せ
て
い
た
。

協
調
会
と
大
原
社
研
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
誌
と
し
て
『
社
会
政
莱
時
報
』
と
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
を
発
行
し
て
い
た
。

こ
の
二
つ
の
機
関
誌
を
見
れ
ば
、
協
調
会
と
大
原
社
研
の
間
に
お
け
る
政
莱
提
起
と
批
判
科
学
と
い
う
理
論
的
対
象
緬
域
の
述
い
が
川
脇

同
じ
く
一
九
一
九
年
に
設
立
さ
れ
、
同
時
代
に
風
す
る
二
つ
の
研
究
機
関
で
あ
っ
た
が
、
協
調
会
が
解
散
し
大
原
社
研
が
新
発
足
の

選
ぶ
一
九
四
六
年
ま
で
の
二
七
年
Ⅲ
に
、
協
調
会
と
大
原
社
研
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
か
な
り
対
蹴
的
な
社
会
問
題
・
労
働
川
越
へ
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協調会と大原社研

資二にｉＩｌＩｉｿｉ炎そ治でてジ
料人つ示財ん１４．の人セ、、ヨ人
のiliのしｌｉｊｌだはり「１１１原ン所｜ﾘｌヮの
合デｌＪｆ、法の、究心社タ且雌の喫
流モ究そ人が純のと１Ｊ「’にＩこ弓索
にク機れと－，粋伽なにとは非社に
はう関ぞし尖な域るはな行マ会お
、シのれて賎１J｝かメ、つ政ル述い
'lｆｉｌ文が、Ｌ究らンＩＲＩた宮ク帯て
０１リ状献独現の二1/f一パ家Ⅱキ（ji（ス主も
デ況と｜÷Ｉ模Ｉｉｊｉで歩Ｉ学’０１と=ｌｉ義、
｜を資のと域あでは的すし義Ｌ協
タ背料社リドにらも、社らてでで洲
とｊ謎は会業岐ね足公会あのああ公
民と、的１９人ぱを然政つ火つると
ｌＩｌｌし肢場容限な１門と策九勝九と人
01’て終をがにらみ、学。能゜か原
デ同の侍異接ず１１１史派ノノそ、社
｜じ到つ質近、す的にがの国１０｝
タイ１２途てでし大と１)|$板求一上体は
のに点いあたり｝（ｉｉ`［物Ⅲ（め、論対
合４１Hにたつ例社ち論をらＭ１にｌｌｌｆ
体まお協たと肌にの潮れ調ノハ的
とれい禍だなのに１文して会づで
したて会けつ所慰献、いはくあ
て二．合とでて１１か渉帝た、単つ
のつ流人ない趣らりi（｜IRI。洲「'１大
意のし原〈たが轡と人新杏一・．
義調て社、。胃告解学 官・致協
が在いり「１０｝マをＷ↓機僚研の訓
あ゜るで究ル受をﾄル派究戦会
つ研のあ背クけり｝かの活ｌｌｌｉを
た究でつ集スる究ら結動社描
だ機あたトjｌ・立課雛柴と会成
け関る。とエ場題脱体司政す
でで。そしンにとし

忘卿ｉｉなあのてゲ殻した
くつよ、ノレかてド|：

ｉi誰iii；、たうｌＵ｝スれい会
そ・な先全大た科
れ協対の集機。学

興１郷以調離力一閃そ志

上会ｲﾘﾐ法のでしｌイリ（さす思団
のとにと１１１あて派

鬮鯏'（意太も姿版つ、が
味原｜Ｈ１秘にた大結
が社ｉｆ（・原架ゎの改側立レ
含研ら逆槻大社し造で脚オ
まのずい的Ｉｊｉ〔U｝てｊｉｌｉあ点ン
れ又、をに社はいlil１つに・
て献こ’ﾘＩ収研、たの九おブ
いとの確りの洲。政のいル

で
あ
る
。
協
調
会
に
お
け
る
社
会
政
簸
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
判
の
脚
覚
と
大
原
社
研
に
お
け
る
批
判
科
学
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
衿
侍
の

保
持
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
放
幟
が
、
『
社
会
政
策
時
栩
』
と
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
と
い
う
二
つ
の
機
関
誌
に
お
い
て
鮮
明
に

さ
れ
て
い
た
。
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た
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
顔
形
も
、
気
性
も
、
そ
の
生
い
立
ち
も
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
こ
の
二
つ
の
研
究
機
関
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
川
生
の
秘
栴
か
ら
す
れ
ば
、
協
調
会
と
大
原
社
研
は
、
あ
る
い
は
第
一
次
世
界
大
戦
疵
後
に
大
化
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
同
じ

母
胎
か
ら
生
ま
れ
た
異
父
兄
弟
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

協
調
会
の
中
心
人
物
は
添
川
敬
一
郎
で
あ
り
、
大
原
社
研
の
中
心
人
物
は
高
野
岩
三
郎
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
は
、
と
も
に
一
八
七
一

年
生
ま
れ
で
Ⅲ
年
で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
月
も
八
月
と
九
月
と
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
添
川
は
桶
此
の
人
で
あ
り
、
三
高
を
経
て
来
京
帝

阿
法
科
大
学
の
災
法
科
を
一
八
九
八
年
に
卒
業
し
て
い
る
。
「
三
一
会
」
で
あ
っ
た
。
高
野
は
長
崎
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
来
京
の
下
町

で
育
ち
、
一
商
を
経
て
東
京
帝
国
入
学
法
科
大
学
の
政
治
学
科
を
一
八
九
兀
年
に
卒
業
し
て
い
る
。
「
二
八
会
」
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど

共
皿
点
が
無
い
よ
う
に
見
え
る
二
人
で
あ
る
が
、
卿
山
氏
樅
の
時
代
に
多
感
な
一
○
代
を
過
ご
し
、
卿
枇
陳
砺
、
一
木
啓
徳
郎
、
寓
井
政

章
、
梅
謙
次
郎
、
な
ど
が
教
墹
に
立
つ
法
科
大
学
で
学
び
、
壮
年
期
に
原
内
閣
の
出
現
と
い
う
政
党
政
治
の
開
花
に
遭
遇
し
て
い
る
。
添

川
と
高
野
の
二
人
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
の
空
気
を
光
分
に
吸
っ
た
人
物
と
し
て
共
迦
点
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
に
、
人
脈
社
研
に
お
け
る
社
会
問
題
研
究
が
「
社
会
研
究
」
（
ロ
・
凶
】
巴
『
・
』
の
○
ケ
目
、
）
を
企
図
す
る
社
会
科
学
研
究
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
「
初
期
マ
ル
ク
己
学
が
、
今
日
の
到
達
水
準
を
先
取
り
す
る
内
容
で
確
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
試
論
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
そ
の
よ

う
な
批
判
科
学
論
に
お
い
て
、
戦
時
統
制
体
制
が
示
し
た
社
会
化
促
進
の
勁
向
に
対
す
る
脈
刀
さ
の
自
覚
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
労
働
統

（
１
）
 

制
を
迦
過
課
迦
と
し
て
容
認
す
る
皿
論
的
脆
さ
が
館
、
寵
さ
れ
て
い
た
馴
例
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
小
論
は
、
そ
の
よ
う
な
大
原

（
２
）
 

社
研
論
を
前
提
と
し
た
協
調
会
論
の
試
み
で
あ
る
。

一
九
一
○
年
代
か
ら
一
九
三
○
年
代
に
か
け
て
の
い
わ
ゆ
る
戦
間
期
の
二
○
年
間
に
お
け
る
労
働
問
翅
の
発
生
と
激
化
に
国
家
、
政

府
、
政
党
、
経
営
者
剛
体
、
労
働
組
合
、
な
ど
が
対
応
す
る
価
域
が
「
労
働
政
簸
」
概
念
に
お
い
て
総
体
的
に
把
掘
さ
れ
、
今
日
ま
で
か

な
り
精
力
的
に
、
し
か
も
鋭
い
論
理
性
を
持
っ
て
追
究
さ
れ
て
来
た
。
池
田
信
『
日
本
的
協
調
主
義
の
成
立
ｌ
社
会
政
策
思
想
史
研
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協調会と大原社研
究
ｌ
』
（
啓
文
社
、
一
九
八
二
年
）
、
林
博
史
『
近
代
日
本
国
家
の
労
働
者
統
合
』
（
青
木
書
店
、
一
九
八
六
年
）
、
西
成
田
豊
『
近
代
日
本
労
資

関
係
史
の
研
究
』
（
東
大
出
版
、
一
九
八
八
年
）
、
佐
口
和
郎
『
日
本
に
お
け
る
産
業
民
主
主
義
の
前
提
ｌ
労
使
懇
談
制
度
か
ら
産
業
報
国
会

へ
ｌ
』
（
東
大
旧
版
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
の
ポ
レ
ミ
ッ
ク
な
先
行
業
績
を
こ
こ
で
想
起
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
「
労
働
政
莱
論
」
か
ら
浮

か
び
上
が
る
協
調
会
の
位
慨
を
さ
ら
に
確
定
し
修
正
す
る
作
業
と
し
て
社
会
労
働
述
動
史
の
航
域
の
拡
張
さ
れ
た
部
分
に
お
け
る
協
調
会

各
論
が
あ
り
、
協
調
会
史
論
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
拙
稿
「
戦
時
体
制
下
の
社
会
科
学
研
究
所
ｌ
森
戸
辰
男
と
大
原
社
研
ｌ
」
『
社
会
労
働
研
究
』
第
四
一
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
一
二
月
。
同
じ

く
、
「
社
会
研
究
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
「
外
へ
の
亡
命
」
に
追
い
や
ら
れ
た
ベ
ン
ャ
ミ
ン
や
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
社
会
研
究
所
派

の
場
合
、
そ
の
後
の
批
判
理
論
の
展
開
と
な
っ
た
が
、
「
内
へ
の
亡
命
」
を
通
過
し
た
高
野
岩
三
郎
や
森
戸
辰
男
の
大
原
社
研
派
の
場
合
、
社
会
民

主
主
義
と
し
て
の
政
筑
科
学
論
の
腿
開
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
す
る
シ
ェ
ー
マ
の
提
起
が
、
先
の
試
論
と
し
て
の
大
原
社
研
論
の
帰
結
で
あ
っ
た
。

（
２
）
一
つ
の
通
史
と
し
て
協
調
会
を
論
じ
、
Ⅲ
本
の
社
会
に
明
治
期
か
ら
特
徴
的
な
、
そ
の
意
味
で
は
伝
統
主
義
と
な
っ
て
い
た
協
調
主
義
の
社
会

政
簸
へ
の
転
化
に
、
Ⅱ
水
の
近
代
化
の
創
意
性
を
見
川
そ
う
と
し
た
意
欲
的
な
議
論
と
し
て
言
ｂ
の
自
国
ｐ
い
』
の
望
盲
目
の
可
賦
」
四
日
目
。
ご

甘
冨
・
口
の
ｇ
』
§
目
暮
の
ぽ
ぐ
の
口
感
○
口
。
崗
仰
早
目
蔵
ｏ
Ｐ
河
○
日
］
の
荷
の
乞
巴
・
が
あ
る
。
今
日
ま
で
、
協
調
会
の
総
体
を
見
通
し
て
論
じ

た
耕
者
は
こ
の
一
点
に
剛
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
協
調
会
に
関
す
る
岐
近
の
各
論
と
し
て
は
、
米
川
紀
生
「
協
調
会
の
成
立
過
樫
ｌ
我
国
に

於
け
る
労
賀
関
係
安
定
の
た
め
の
民
間
機
関
の
柵
想
ｌ
」
『
経
済
学
年
報
』
（
新
潟
大
学
、
第
三
号
、
一
九
七
九
年
二
月
）
、
米
川
紀
生
「
協
調
会
の

労
働
組
合
論
」
『
新
潟
大
学
・
経
済
論
災
」
（
第
二
六
・
二
七
合
併
号
、
一
九
七
九
年
五
川
）
が
あ
り
、
島
川
昌
和
「
一
九
二
○
年
代
後
半
に
お
け

る
協
調
会
の
活
動
１
争
議
調
停
活
動
の
検
討
Ｉ
」
『
綴
営
論
災
』
（
明
治
大
学
経
営
研
究
所
、
一
九
八
九
年
二
月
）
、
島
田
昌
和
「
澁
沢
栄
一
の
労
使

観
と
協
調
会
」
『
澁
沢
研
究
」
（
澁
沢
資
料
館
発
←
α
川
刊
号
、
一
九
九
○
年
三
川
）
な
ど
が
あ
る
。
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協
調
会
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
よ
う
や
く
本
格
的
な
迎
吻
を
開
始
し
始
め
た
労
働
運
動
に
対
し
「
労
資
協
調
」

の
枠
を
は
め
よ
う
と
し
た
内
務
省
の
外
郭
団
体
で
あ
っ
た
、
と
す
る
理
解
が
示
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
と
も
す
る
と
協
調
会
に
対
し

て
は
、
日
本
の
社
会
労
働
運
動
史
に
お
け
る
「
負
」
の
位
置
付
け
の
み
が
な
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
率
直
に
言
っ
て
、
私
な
ど
も
、
協
調

会
に
つ
い
て
「
負
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
抱
き
続
け
て
き
た
一
人
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
協
調
会
が
、
た
と
え
、
争
議
調
停
を
主
な
事
業
と
す
る
「
労
資
協
調
会
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
協
調
会
に

「
負
」
の
評
価
が
与
え
ら
れ
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
協
調
会
の
課
題
は
、
当
初
か
ら
、
諜
迦
価
域
が
労
資
関
係
に
限
疋
さ
れ
て
い
た
と

（
ｌ
）
 

は
言
え
「
労
資
協
調
」
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
「
社
会
協
調
」
（
社
会
述
紗
、
）
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「
労

資
協
調
」
観
念
に
ま
つ
わ
る
「
温
情
主
義
」
か
ら
の
離
脱
が
「
時
務
課
題
」
で
あ
る
と
す
る
自
覚
が
明
碓
に
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
米
騒
動
と
い
う
よ
う
な
内
的
要
因
へ
の
対
応
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
国
際
労
働
機
構
と
い
う
外
的
要
因
へ
の
対

応
と
し
て
も
進
め
ら
れ
た
社
会
労
働
問
題
へ
の
国
家
的
対
応
で
あ
っ
た
。
内
務
有
に
外
周
と
し
て
の
社
会
局
が
設
け
ら
れ
る
に
至
る
経
過

と
同
時
に
巡
行
し
た
外
郭
団
体
と
し
て
の
協
調
会
の
設
立
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
つ
の
社
会
化
動
向
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
協
調
会
の
「
協
調
主
義
」
は
、
社
会
政
策
具
体
化
へ
の
取
り
組
み
と
な
り
、
帝
国
体
制
下
の
社
会
法
制
定
分
野
に
お
い
て

か
な
り
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
職
業
紹
介
法
の
制
定
、
労
働
委
員
会
法
・
労
働
組
合
法
制
定
、
社
会
政
策
に
関
す
る
行
政
事
務
統
一
機

関
投
侭
、
工
場
法
改
正
、
労
働
者
募
集
取
締
合
の
修
正
、
労
働
争
議
調
停
法
修
正
、
関
東
人
震
災
前
後
策
、
な
ど
を
め
ぐ
る
建
議
・
意
見

謀
提
出
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
戦
時
体
制
と
労
働
体
制
の
関
連
追
求
の
試
み
も
反
肯
材
料
と
し
て
で
は
あ
る
が
貴
重
な
経
験
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
協
調
会
は
「
労
使
協
調
会
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
「
社
会
政
策
協
会
」
と
し
て
の
在
り
方
を
示
し
て
い
た
。

二
「
労
資
協
調
」
会
の
イ
メ
ー
ジ
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こ
の
よ
う
な
協
調
会
論
は
皿
説
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
協
調
会
が
労
働
迎
動
の
階
級
闘
争
局
而
に
対
例
さ
れ
た
労
使
協
調
主
義
の

事
業
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
協
調
会
を
国
家
支
配
機
構
の
一
端
で
あ
っ
た
と
す
る
断
定
を
避
け
、
雌
業
民
主
主
義
の
定
蒜

に
一
定
の
成
果
を
準
げ
た
連
動
体
で
あ
っ
た
、
と
、
そ
の
社
会
性
評
価
の
視
点
を
示
す
把
握
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
東
洋
経
済
新
報
社

『
日
本
近
代
史
辞
典
』
（
京
郁
大
学
文
学
部
国
史
研
究
宗
編
、
一
九
爪
八
年
）
に
お
け
る
松
尾
鰍
充
の
記
述
や
、
平
凡
社
『
大
百
科
事
典
』
二

九
八
四
年
）
に
お
け
る
池
川
信
の
記
述
、
吉
川
弘
文
館
『
国
史
人
辞
典
』
（
一
九
八
四
年
）
に
お
け
る
松
尾
派
の
記
述
な
ど
に
お
い
て
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
一
九
四
六
年
九
月
、
終
戦
一
ヵ
月
の
時
点
で
、
解
散
さ
れ
る
直
前
の
協
調
会
理
事
会
は
労
糾
法
制
定
を
議
趣

（
２
）
 

と
し
厚
生
省
ほ
か
に
建
議
を
試
み
た
。
帝
同
憲
法
体
制
下
に
お
い
て
初
め
て
労
働
組
合
法
が
成
立
し
た
の
は
、
そ
の
年
、
一
九
四
六
年
の

一
二
月
で
あ
っ
た
。
協
調
会
の
設
立
直
後
か
ら
の
提
起
が
、
そ
し
て
、
岐
後
の
取
り
組
み
課
題
が
、
し
か
も
実
現
を
見
た
政
策
課
題
が
、

労
働
組
合
法
の
制
定
で
あ
っ
た
。
労
働
組
合
法
と
の
関
わ
り
の
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
協
調
会
に
「
負
」
の
評
価
を
断
定
的
に
付
与
す

る
よ
う
な
理
解
が
妥
当
な
歴
史
把
握
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、
臨
川
庄
兵
術
杵
『
日
本
社
会
連
動
史
』
（
岩
波
全
諜
、
一
九
八
二
年
）
に
お
い
て
は
、
協
調
会
に
つ
い
て
、
階
級
闘
争
の
自

覚
が
強
ま
る
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
労
働
迎
動
に
対
し
て
な
さ
れ
た
椛
力
の
側
か
ら
す
る
懐
柔
正
作
の
機
関
で
あ
っ
た
と
す
る
理
解

が
示
さ
れ
て
い
る
。

発
展
し
は
じ
め
た
労
働
組
合
連
動
に
た
い
し
て
、
支
配
階
級
の
側
は
治
安
維
持
法
な
ど
で
猟
圧
を
加
え
な
が
ら
、
一
方
で
労
資
協
調
路
線
に
誘
い
こ

む
工
作
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
一
九
年
、
財
界
指
導
者
の
渋
沢
栄
一
ら
は
財
団
法
人
協
調
会
を
設
立
し
て
、
労
、
資
、
公
益
お
よ
び
政
府
の
四
者
代
表

に
よ
る
協
議
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
っ
て
渋
沢
の
援
助
を
う
け
て
結
成
さ
れ
た
友
愛
会
で
さ
え
、
い
ま
や
会
長
鈴
木
文
冷
の
糾
合
代
表
と
し
て
の

協
洲
会
参
加
を
枢
否
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
（
六
三
ペ
ー
ジ
）
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協
調
会
の
締
過
が
次
の
よ
う
な
諸
点
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。

、
財
川
法
人
と
し
て
独
立
し
た
組
織
で
あ
っ
た
が
、
尖
質
的
に
は
内
務
行
（
や
が
て
厚
生
省
）
に
脂
導
さ
れ
る
半
腐
・
半
氏
の
川
体
で

あ
っ
た
。
（
国
家
の
側
か
ら
の
「
社
会
」
へ
の
侵
入
と
し
て
の
「
半
官
・
半
民
」
で
あ
っ
た
。
ｌ
高
橋
）

㈲
友
愛
会
の
会
長
・
鈴
木
文
治
に
参
加
を
求
め
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
「
労
働
組
合
を
労
使
協
調
主
義
の
於
本
と
し
て
い
な
い
」
と
す
る

の
が
鈴
木
の
化
否
の
皿
川
で
あ
っ
た
。
（
協
調
主
義
の
是
非
で
は
な
く
労
働
組
合
の
法
的
承
認
が
争
点
で
あ
っ
た
。
ｌ
高
橋
）

㈹
協
洲
主
義
の
立
場
に
お
い
て
、
社
会
政
策
の
調
査
・
研
究
、
社
会
政
簸
の
彼
諮
問
・
建
議
、
社
会
政
簸
の
講
習
会
・
術
斌
会
、
図
諜

加
の
附
設
、
職
業
納
介
馴
業
の
開
始
、
労
働
紛
議
の
仲
奴
、
『
社
会
政
簸
時
柵
』
『
〃
勘
年
鑑
」
の
川
版
、
な
ど
が
瓶
業
内
杼
と
さ
れ

た
。
か
な
り
柵
力
的
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
。

ｈ
当
初
、
労
働
組
合
法
制
定
に
尽
力
し
て
い
た
が
、
同
法
案
が
挫
折
す
る
と
、
産
業
協
力
迎
動
に
力
点
を
移
し
、
戦
時
体
制
に
入
る
と

と
も
に
産
業
報
国
運
動
を
展
開
、
時
局
対
策
委
員
会
を
設
置
、
産
業
報
国
連
盟
を
結
成
し
た
。

川
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
と
と
も
に
「
民
主
的
産
業
平
和
の
実
現
」
を
目
標
に
掲
げ
、
労
働
迎
動
関
係
者
を
理
鞭
に
加
え
た
が
、
戦
争

協
力
を
理
川
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
解
散
を
勧
告
さ
れ
た
。
一
几
四
六
年
六
月
、
協
調
会
は
解
散
し
、
新
た
に
学
校
法
人
・
中
央
労
働
学
園

㈹
労
資
協
調
を
主
旨
と
し
た
調
査
研
究
団
体
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
労
働
運
動
激
化
に
対
応
す
る
た
め
、
原
敬
内
閣
の
床
次

竹
二
郎
内
相
が
救
済
事
業
調
査
会
に
諮
問
し
、
日
本
工
業
倶
楽
部
な
ど
の
意
見
に
舷
づ
い
て
、
一
九
一
九
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ

た
。
（
政
府
二
○
○
〃
円
、
三
艸
・
三
菱
各
一
○
○
万
円
の
川
溢
が
あ
り
、
当
初
八
八
二
万
円
の
離
金
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
ｌ
高
橋
）

仲
会
及
に
徳
川
家
達
（
批
放
院
議
災
）
、
副
会
長
に
澁
沢
栄
一
（
外
脚
）
、
消
浦
飛
吾
（
脳
梅
院
剛
鍋
艮
）
、
人
岡
行
進
（
衆
議
院
識
艮
）
が
枕

柾
し
た
。
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（
３
）
 

こ
こ
に
、
協
調
会
全
史
の
起
点
部
分
に
鵬
え
ら
れ
て
い
る
「
協
調
会
〕
Ⅱ
一
言
」
（
『
社
会
政
策
時
報
」
一
九
二
○
年
一
二
Ⅱ
）
が
あ
る
。
そ
の

内
容
を
一
併
し
た
だ
け
で
、
協
調
会
の
指
導
理
念
が
単
な
る
「
〃
資
協
調
」
主
義
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
問
題
は
、
こ

の
宣
言
の
内
容
と
共
に
、
こ
の
宣
言
が
協
調
会
設
立
の
一
年
後
に
発
表
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
付
に
あ
る
の
で
あ
っ
た
。

協
調
会
の
概
略
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
ど
れ
ほ
ど
的
確
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
概
略
的
な
把

掘
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
、
協
調
会
が
通
過
し
た
何
段
階
か
の
屈
折
し
た
経
過
や
、
そ
こ
に
浴
む
内
務
省
川
身
社
会
派

樹
似
に
お
け
る
近
代
化
志
向
の
営
み
の
、
あ
る
意
味
で
は
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
さ
え
言
え
る
隠
さ
れ
た
意
凹
ま
で
は
、
視
線
が
冊
か

な
い
こ
と
に
な
る
。

（二）（'リ（ﾛ）（ｲ）
洲今の彼る協壷何
主［１如のと洲、人
義１１１き私共子ｌｉ此と
とには利に義れ雌
遠調、を、はがも
くふ』し迫社社協他
ｲ１１１Ｍ資ふ会会調人

１１１１蝿mli繩
も我たに序けの己
のにるしのる根の
とはとて為各祷手
言１１：労社に階で段
は々勝会公級あと
ねに者に正特るす
ばした於合に。る
なてるけＨｌ１〃こ
ら侭とるな資と
ぬ者をｉ１ｉる両を
゜がＩＭＩ務［１者許
劣はをIliIlがさ
打ずＭｊｉＩＩ、れ
を、み讃平な

“：鮒り
すの者する入
る飽、こ人’''１
の〈竝と桁は
意迄Ｉこをの常
が党偏主ノバに
没鯉兄リ１５礎妓
染せにすに終
しし｜人ｌる上の
てめはもに｜」
Ｆ｝んれの立的
るこてでつで

：鍬増丙な
ｈ１１ＭｏＩｌＭ 
える序正ば
るとを当偕
Ｉｌｉ：蝋：な
くでせ樅し８

１１舵１人
き・すＲＫ格
はる菰の
協者す尊

が
発
足
さ
せ
ら
れ
た
。
（
学
校
法
人
・
中
央
労
働
学
間
は
今
Ⅱ
も
存
続
し
て
い
る
。
ｌ
高
橋
）
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協
洲
会
の
協
調
主
義
と
は
、
「
協
調
会
立
言
」
に
よ
れ
ば
、
人
桁
阻
義
を
根
底
に
慨
く
「
社
会
述
帯
」
の
思
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
日
本
帝
国
憲
法
体
制
に
お
け
る
臣
民
と
し
て
の
地
位
規
定
を
猟
祝
し
た
形
で
、
資
本
家
・
労
働
者
双
方
を
独
立
し
た
人
絡
と
見
な
す
思

想
的
立
場
か
ら
協
調
主
義
が
拠
川
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
協
調
主
義
は
、
刀
使
双
方
に
対
し
、
自
己
抑
制
を
求
め
る
肌
想
的

立
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
階
級
闘
争
の
否
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
は
、
階
級
対
立
の
事
実
認
識
と
階
級
闘
争
の

連
動
論
を
短
絡
さ
せ
る
階
級
闘
争
主
義
の
否
認
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
初
期
の
協
調
会
に
お
い
て
は
、
闘
争
を
否
定
す
る
の
で
は
な

く
、
闘
争
の
抑
制
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
協
調
会
宣
言
」
が
、
協
調
会
設
立
後
、
ほ
ぼ
一
年
の
時
点
で
発
表
さ
れ
、
協
調
会
設
立
と
同
時
に
発
表
さ
れ
る
「
宣

言
」
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

（
１
）
協
調
会
の
「
主
題
」
か
ら
す
れ
ば
「
労
寅
協
調
会
」
で
あ
っ
た
が
、
協
調
会
の
「
雛
底
」
か
ら
す
れ
ば
「
社
会
協
調
会
」
で
あ
っ
た
と
回
噸
さ

れ
て
い
る
（
細
災
委
仙
会
編
『
添
川
敬
一
郎
伝
」
同
洲
記
念
会
発
卉
Ⅲ
一
九
爪
爪
年
、
爪
九
ペ
ー
ジ
）
。
「
労
問
協
調
」
の
枠
を
「
社
会
協
調
」
で

乗
り
越
え
た
社
会
政
簸
論
は
、
や
が
て
、
総
力
戦
体
制
へ
の
適
応
を
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
「
社
会
協
調
」
は
、
凶
家
統
合
の
政
策
論
へ
の
紙
化

を
、
制
す
る
論
班
的
根
拠
を
兄
川
せ
な
か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
、
こ
だ
わ
っ
た
の
は
「
フ
ロ
ム
・
ピ
ロ
ウ
・
ア
ッ
プ
」
の
姿
勢
固
持
だ
け
で
あ
っ
た

（
伝
記
刊
行
綱
災
委
員
会
編
「
吉
川
茂
』
同
委
皿
会
刊
、
一
九
六
几
年
、
二
二
一
ペ
ー
ジ
）
。
政
簸
の
柵
想
・
選
択
・
決
定
は
「
科
学
」
た
り
え
な

い
の
で
あ
り
、
「
政
簸
科
学
と
は
い
わ
ば
形
容
矛
盾
な
の
で
あ
る
」
と
す
る
政
策
科
学
脈
論
の
意
味
が
こ
こ
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
松
下
韮

川
脇
訓
狼
義
は
社
会
に
闘
争
の
跡
を
絶
た
し
む
る
こ
と
を
空
想
す
る
も
の
で
は
な
い
。
唯
剛
争
に
依
る
に
非
ざ
れ
ば
到
底
労
務
打
の
地

位
の
向
上
を
川
し
得
べ
か
ら
ず
と
す
る
観
念
、
即
ち
現
時
の
社
会
に
は
協
洲
の
余
地
な
し
と
す
る
絶
望
的
思
想
は
、
本
会
の
川
に
否

認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
協
調
主
義
の
梢
神
は
、
階
級
闘
争
を
否
認
す
る
と
同
時
に
階
級
の
洲
Ⅲ
主
義
を
剛
ら
ん
と
す
る
に
在
る
。
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一
『
政
策
型
思
考
と
政
治
学
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
一
○
三
～
一
○
四
ペ
ー
ジ
、
参
照
）
。
協
調
会
の
「
負
」
の
側
耐
を
指
摘
す
る

と
す
れ
ば
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
「
労
資
協
調
」
主
義
の
時
代
錯
誤
性
に
対
し
て
よ
り
も
、
社
会
政
策
論
が
そ
れ
自
体
で
は
政
策
科
学
論

た
り
え
な
い
こ
と
に
つ
い
て
無
自
覚
な
ま
ま
、
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
に
よ
る
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
化
が
企
図
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
伺
右
、
「
添
田
敬
一
郎
伝
」
七
八
ペ
ー
ジ
。
新
憲
法
の
労
働
権
に
つ
い
て
建
議
す
る
こ
と
も
戦
後
の
協
調
会
の
方
針
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
た
が

「
機
を
逸
し
た
の
は
い
か
に
も
遺
憾
」
で
あ
っ
た
と
悔
や
ま
れ
て
い
る
（
同
右
、
七
九
ペ
ー
ジ
）
。
だ
が
、
労
働
組
合
法
の
制
定
を
中
心
に
確
定
さ

れ
た
戦
後
労
働
法
制
の
櫛
造
は
、
新
懲
法
の
制
定
を
含
め
て
、
協
調
会
の
屍
の
上
に
築
か
れ
た
と
一
一
一
一
ｍ
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
っ
て
、
協
調

会
の
職
員
で
あ
っ
た
勝
間
川
清
一
や
稲
葉
秀
三
、
協
調
会
の
近
く
に
い
た
和
田
博
雄
、
戦
後
は
協
調
会
と
同
一
行
動
を
と
っ
た
森
戸
辰
男
、
な
ど

が
綴
済
安
定
本
部
や
川
本
社
会
党
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
は
、
協
調
会
二
七
年
の
歴
史
と
は
熈
縁
で
は
な
か
っ
た
籍
で
あ
る
。
勝
間
川
は
、
内

閣
調
査
局
時
代
の
回
顧
と
し
て
、
勅
任
、
奏
任
、
の
区
別
な
し
に
調
査
官
が
遇
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、
役
人
の
資
格
に
つ
い
て
「
従
来
の
型
」
を

破
っ
た
の
は
吉
川
茂
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
（
同
右
「
吉
川
茂
」
二
二
五
ペ
ー
ジ
）
、
そ
の
よ
う
な
新
官
僚
機
構
の
発
想
は
、
そ
の
ま
ま
戦
後
の

経
済
安
定
本
部
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
。
一
九
四
七
年
に
設
置
さ
れ
た
労
働
省
の
初
期
の
担
い
手
達
に
は
、
内
務
省
社
会
派
官
似
の
伝
統
の
継
承

自
覚
が
濃
厚
で
あ
っ
た
と
い
う
。
労
働
省
勤
務
の
経
験
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
大
原
社
研
所
長
・
倣
学
教
授
の
ご
指
摘
に
よ
る
。

（
３
）
添
川
と
共
に
協
調
会
叫
那
と
な
っ
た
永
井
亨
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
「
協
調
会
立
言
」
を
執
兼
し
た
の
は
協
調
会
調
査
課
長
の
藤
井
伽
で
あ
っ
た

（
偕
和
会
『
協
調
会
史
」
一
九
六
五
年
、
’
七
九
ペ
ー
ジ
）
。
こ
こ
で
藤
井
悌
な
る
人
物
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
「
協
調
会
宣
言
」
の
起
草
と
い
う

大
役
を
果
た
し
た
後
、
藤
井
は
「
洋
行
」
し
、
ベ
ル
リ
ン
か
ら
「
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ス
ト
か
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
か
」
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
デ
イ
ク
タ
ト
ゥ
ー
ァ

は
世
界
的
流
行
」
と
す
る
内
容
の
通
信
を
送
っ
て
い
る
。
彼
の
関
心
が
独
立
社
民
党
に
あ
っ
た
こ
と
を
隠
し
て
い
な
い
（
「
社
会
調
査
時
報
』
一
九

二
三
年
二
月
）
。
藤
井
は
、
社
会
政
策
学
院
で
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て
か
な
り
立
ち
入
っ
た
講
義
を
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
藤
井
は
、
協
調
会

在
繍
の
ま
ま
政
治
研
究
会
に
加
盟
、
中
央
委
貝
と
し
て
無
雍
政
党
綱
傲
草
案
に
つ
い
て
一
案
を
発
表
し
て
い
る
。
一
九
二
七
年
九
月
に
は
、
社
会

運
動
社
か
ら
、
吉
野
作
造
、
小
野
武
夫
、
と
藤
井
の
三
人
が
発
起
人
と
な
っ
た
「
社
会
運
動
」
誌
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
の
創
刊
号
に
は
、

吉
野
、
小
野
、
藤
井
の
三
人
の
名
で
「
岐
近
脈
藤
階
級
連
動
の
悩
勢
に
対
す
る
吾
等
の
主
張
」
が
発
表
さ
れ
た
。
主
旨
は
、
無
産
階
級
連
動
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
過
剰
の
状
況
に
つ
い
て
危
恨
の
念
を
表
明
し
、
「
我
国
に
於
け
る
公
衆
ｌ
主
と
し
て
小
プ
ル
ヂ
ュ
ワ
乃
至
準
無
産
者
の
階
層
１
に
対
し
引



協
調
会
の
設
立
後
、
わ
ず
か
一
年
以
内
に
、
松
岡
均
平
、
桑
田
熊
蔵
、
谷
口
蘭
五
郎
、
の
三
常
務
理
事
が
そ
の
職
か
ら
退
い
て
い
る
。

設
立
時
の
役
員
達
に
替
わ
っ
て
常
務
理
事
職
に
就
い
た
の
は
、
添
Ⅲ
敬
一
郎
（
当
時
、
内
務
省
地
方
局
長
）
、
永
井
亨
（
元
鉄
道
院
経
理
局

長
）
、
川
沢
義
鋪
（
当
時
、
内
務
取
務
官
）
の
三
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
常
務
理
班
の
入
れ
件
え
を
『
協
調
会
史
』
は
「
幹
部
の
更
迭
」
（
六

一
ペ
ー
ジ
）
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
更
迭
が
な
さ
れ
た
の
は
、
新
常
務
理
事
に
就
任
し
た
永
井
亨
の
言
に
よ
れ
ば
、
松
岡
、
桑
田
ら
の

三
常
務
理
事
と
副
会
長
で
あ
る
渋
沢
栄
一
と
の
間
に
「
意
見
の
机
述
」
（
同
、
一
七
九
ペ
ー
ジ
）
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

協
調
会
の
設
立
に
当
た
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
設
立
趣
意
書
」
と
、
設
立
後
一
年
で
発
表
さ
れ
た
「
協
調
会
宣
言
」
と
を
比
較
す
る
と
、

Ⅲ
協
調
会
職
且
同
人
に
よ
っ
て
一
九
五
四
年
に
川
立
さ
れ
た
偕
和
会
（
会
長
・
町
川
辰
次
郎
）
は
、
一
九
六
ｎ
年
に
、
そ
れ
ま
で
に
ま
と

（
１
）
 

め
ら
れ
て
い
た
『
釧
烟
協
調
会
誌
」
（
稿
本
）
に
手
を
入
れ
、
『
協
調
会
史
１
協
調
会
一
二
十
年
の
歩
み
ｌ
』
を
刊
行
し
た
。
階
和
金
編
「
協
調

会
史
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
○
年
に
設
立
さ
れ
た
協
調
会
が
、
一
年
後
の
一
九
二
一
年
に
「
協
調
会
宣
言
」
を
発
表
す
る
に
寵
っ
た
背
景

に
、
協
調
会
の
基
本
方
針
の
根
本
的
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

【
温
情
主
義
か
ら
協
鯛
主
義
へ
】

て
、
社
会
思
想
乃
至
社
会
述
動
に
関
す
る
理
解
を
与
へ
る
こ
と
」
の
意
義
を
説
く
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
た
（
協
調
会
・
社
会
政
策
学
院
『
同
窓

会
々
報
」
創
刊
号
、
一
九
二
七
年
八
月
。
「
社
会
運
動
」
誌
の
広
告
が
同
号
の
裏
表
紙
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
）
。
協
調
会
時
代
の
藤
井
に
つ
い
て
、

日
本
評
論
社
の
雑
誌
『
経
済
化
釆
』
の
編
集
打
で
あ
り
社
会
政
策
学
院
の
第
二
回
生
で
あ
っ
た
横
川
四
郎
の
「
藤
井
さ
ん
を
想
ふ
」
が
あ
り
、
参

考
に
な
る
（
協
調
会
・
社
会
政
策
学
院
同
窓
会
報
「
主
潮
」
一
九
三
五
年
一
一
月
）
。

一
一
一
「
協
調
会
宣
言
」
の
背
景

6２ 
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批時」

判設幽［

設
立
の
過
程
で
協
調
会
が
示
し
た
労
働
組
合
の
法
的
承
認
に
対
す
る
消
極
的
な
姿
勢
に
、
友
愛
会
会
長
・
鈴
木
文
治
が
真
正
面
か
ら
の

批
判
を
加
え
て
い
た
。
協
調
会
発
起
人
に
加
わ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
鈴
木
は
、
協
調
会
副
会
長
と
し
て
の
澁
沢
栄
一
に
、
「
治
警
法
一

七
条
の
撤
廃
」
と
「
労
働
組
合
法
の
制
定
」
を
協
調
会
が
「
社
会
に
提
唱
」
す
る
こ
と
が
参
加
の
条
件
で
あ
る
と
告
げ
て
い
た
。
鈴
木

「
協
調
会
宣
言
」
は
、
「
社
会
政
策
の
徹
底
的
突
行
」
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
温
情
主
義
」
を
杏
定
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。

同
「
宣
言
」
の
冒
頭
部
分
で
は
、
先
の
要
点
紹
介
で
触
れ
た
よ
う
に
、
「
正
義
と
人
道
と
は
協
調
の
岐
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
し
た

上
で
「
然
る
に
今
日
世
に
謂
ふ
温
情
主
義
に
は
住
々
に
し
て
優
者
が
劣
者
を
懐
柔
す
る
の
意
が
浸
染
し
て
居
る
や
う
に
見
え
る
。
斯
く
の

如
き
は
協
調
主
義
と
遠
く
相
隔
た
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
す
る
明
快
な
見
解
を
示
し
て
い
た
。
社
会
政
策
の
根
幹
に
あ
る
課
題

と
し
て
「
労
務
者
」
が
「
労
働
組
合
其
他
の
川
体
を
組
織
」
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
労
働
組
合
の
承
認
が
提
示
さ
れ
て
い
た
（
『
社
会
政
簸

桑
田
熊
蔵
ら
設
立
時
の
役
員
と
澁
沢
と
の
間
に
生
じ
た
「
意
見
の
相
違
」
が
、
協
調
会
の
基
本
理
念
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
発
足
当
初
の
協
調
会
は
、
Ⅲ
水
の
労
働
問
題
に
は
日
本
的
解
風
美
俗
に
従
っ
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
社
会
政
策
学
会
守
旧

派
の
発
想
に
導
か
れ
て
い
た
。
労
働
組
合
の
承
認
や
団
体
交
渉
権
の
容
認
に
、
協
調
会
設
立
時
の
役
員
達
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
設
立
時

の
「
設
立
趣
意
書
」
に
は
、
は
っ
き
り
と
「
現
時
欧
米
諸
国
に
於
け
る
社
会
政
策
的
施
設
」
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
「
特
に
我
国
情

民
習
に
照
し
て
参
酌
按
排
其
の
宣
し
き
を
制
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
固
よ
り
諭
な
き
所
な
り
」
と
す
る
見
解
が
表
明
さ
れ
て
い
た
（
「
社

会
政
簸
時
報
」
則
刊
号
、
一
九
二
○
年
九
Ⅱ
）
。

社
会
政
筑
の
導
入
に
当
た
っ
て
「
参
酌
按
排
」
す
る
余
地
な
ど
認
め
な
い
と
す
る
の
が
、
添
川
敬
一
郎
や
水
井
亨
な
ど
新
し
く
任
命
さ

れ
た
常
務
理
事
の
腔
本
姿
勢
で
あ
っ
た
。
添
田
新
体
制
が
示
し
た
新
た
な
雑
本
方
針
が
、
一
九
二
○
年
一
一
月
八
日
付
け
で
発
表
さ
れ
た

れ
大
常
務
理
事
の
腔
本
姿
勢

「
協
調
会
宣
言
」
で
あ
っ
た
。

「
労
務
者
」
が
一

一
九
二
一
年
一
Ⅱ
）
。
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峰
内
務
行
に
強
く
あ
っ
た
協
調
会
を
労
働
紺
〈
川
の
「
代
川
機
関
」
と
す
る
意
図
や
、
労
働
争
議
に
「
調
停
仲
裁
」
で
対
応
す
る
方
針
、

そ
れ
ら
の
根
底
に
あ
る
労
働
問
題
を
「
主
従
間
の
棚
怖
」
で
仲
し
よ
う
と
す
る
時
代
錯
誤
の
姿
勢
を
阿
武
な
く
批
判
し
た
。
し
か
し
、
鈴

木
は
、
協
調
会
参
加
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
協
調
会
の
名
称
を
「
社
会
政
策
協
会
」
と
す
る
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。
設
立
時

の
協
訓
会
は
、
鈴
木
の
そ
の
よ
う
な
批
判
と
提
言
を
容
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
協
調
会
設
立
に
鈴
木
は
参
加
せ
ず
、
協
調
会
は
労

（
２
）
 

伽
な
き
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

友
愛
会
会
長
・
鈴
木
文
治
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
批
判
は
、
労
働
糾
合
を
対
等
の
地
位
に
価
く
こ
と
な
く
協
調
を
説
く
と
い
う
協
調
会
の

脱
剛
的
矛
府
を
衝
く
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
鈴
木
の
指
摘
に
は
論
剛
性
が
あ
っ
た
。
鈴
木
か
ら
価
接
、
指
猟
さ
れ
た
雌
沢
は
、
鈴
木
の
批

判
内
容
に
つ
い
て
、
個
人
的
に
は
賛
成
で
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。
打
勧
糾
合
承
認
論
に
立
脚
す
る
澁
沢
に
よ
っ
て
、
Ｎ
術
姑
風
な

協
調
会
の
姿
勢
に
対
す
る
批
判
論
文
が
、
早
く
も
協
調
会
発
足
半
年
余
で
、
「
労
働
問
題
解
決
の
根
本
義
」
と
題
す
る
『
社
会
政
策
時
報
』

別
刊
珊
（
一
九
二
○
年
九
Ⅱ
）
の
巻
瑚
論
文
と
な
っ
て
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
澁
沢
論
文
は
、
桑
川
熊
蔵
態
勢
転
換
の
指
示
論

文
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

ｍ
私
は
社
会
政
簸
学
会
の
或
る
識
油
会
の
席
上
で
次
の
や
う
な
説
を
述
べ
た
鞭
が
あ
る
。
…
地
位
椛
力
の
打
雌
、
貧
嵐
、
斑
不
肖
の
兼

別
に
拘
は
ら
ず
、
均
し
く
是
れ
人
間
と
し
て
互
に
敬
愛
忠
恕
の
心
を
以
て
相
接
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
此
道
を
隅
々
ま
で
行
届
か
せ
る
や

う
に
施
策
す
る
の
が
即
ち
王
道
で
あ
り
、
取
り
も
直
さ
ず
社
会
政
策
で
あ
る
。

回
一
体
労
働
問
題
を
今
日
の
や
う
に
急
速
に
発
現
さ
せ
た
に
就
い
て
は
洲
は
ぎ
私
に
も
火
に
其
の
責
任
が
あ
る
の
で
、
之
が
解
決
に
は

人
一
僻
心
〃
を
尽
さ
ね
ば
な
ら
な
い
や
う
に
感
ず
る
の
で
あ
る
。

、
溢
水
も
社
会
の
為
に
存
し
打
働
も
社
会
の
為
に
存
す
る
、
社
会
共
同
の
桐
祉
を
離
れ
て
は
資
本
も
労
働
も
此
川
を
成
さ
ぬ
、
此
立
場
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こ
の
肱
沢
の
協
調
飛
義
の
表
明
が
、
添
川
敬
一
郎
な
ど
内
務
省
社
会
派
官
似
を
し
て
「
協
調
会
宣
言
」
を
発
せ
し
め
た
背
蛾
と
な
っ

た
。
協
調
会
の
最
初
の
方
針
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
因
と
な
っ
た
の
は
、
友
愛
会
会
長
・
鈴
木
文
治
の
協
調
会

批
判
で
あ
っ
た
と
凡
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。

内
務
省
か
ら
出
向
い
た
形
の
添
川
は
、
設
立
直
後
の
協
調
会
に
つ
い
て
、
水
野
鎌
太
郎
宛
の
一
九
二
○
年
一
○
月
二
日
付
け
書
簡
で
、

「
予
て
御
側
及
も
灯
之
候
皿
り
兎
角
内
部
の
関
係
ｍ
白
か
ら
ず
幾
多
の
Ⅱ
折
を
経
て
輿
き
に
松
岡
（
均
平
）
去
り
、
今
回
又
桑
川
（
熊
蔵
）

研
博
士
引
退
の
巳
む
な
き
に
立
至
り
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
協
調
会
の
新
常
務
理
事
に
就
任
す
る
こ
と
は
、
添
川

肺
に
と
っ
て
「
官
僚
に
あ
っ
て
進
む
べ
き
か
、
社
会
問
題
の
〃
向
に
進
路
を
と
る
べ
き
か
、
一
つ
の
取
大
な
分
岐
点
」
に
な
っ
て
い
た
と
さ

麩
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
添
川
の
水
野
宛
の
沸
而
で
見
る
限
り
、
添
川
に
は
、
社
会
派
官
恢
と
し
て
の
使
命
感
で
自
己
の
進
路
を
選
択
す
る

会調
と
い
う
よ
う
な
悲
壮
感
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。
北
川
伽
に
は
「
命
令
な
れ
ば
桁
別
」
と
す
る
図
家
官
仇
と
し
て
の
忠
実
さ
の
み
が
永
さ
れ

脇
（
３
）

て
い
る
。
添
川
は
、
あ
く
ま
で
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
の
職
分
を
弁
え
て
い
る
官
僚
で
あ
っ
た
。

はでを１１１（二）たか
拘あしに世のら
にるて強１１１１でし
ｒＩ、言打や、て
り'ｊ’Ｕｉはが出私ｉｉ１ｉｊ
のくし－６６打
感しめ歩す満の
にてれをれ腔専
lJLH1ば譲ばの窓
へ共協つ協同を
なにｉｉｗて謝意ノ,Ｒ
い社会リリ会をめ
の会の焉行は禁典
での趣にｉＭじの
、桶胃，恩，ｉＩｊ得当
'('：祉はｊｕ（三,ｉなに
会の交を義か趨
の為ＩＨＩ｛施だつく
与に主すとたべ
へ同義とい。き
た心でいふと
深戦あふ、こ
人ノノつ気舗ろ
なせて分しを
るん、をⅢ'１）Ｈ
ｌｉｆｉｌと資含Ｉｉ１ｊ示

雌鰡蝋f
対もも居義ば
しの労るのな
'Hで働な」：ら
肥あ者らかい
たるもばら、

ら゜’［、見，ｗ
ざ過に我れう
る火敬協ぱい
を半変調ガリふ
得歳忠会に主
な余恕の結義
いのの趣｜ルを
もＩＭＩ心旨で以
の’こをとあて

が於以はる水
あけて全、会
るる交然け０，，
．協をⅡ，れ立
洲ｉ肌述どの
会めす６識
の合る群が
成ふ、し起
絨の私此つ
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洲Ｗｊでなれ郎政にネⅡ
主満の添ありでが渋策おま一
義洲交’１１る、、バド沢論けれ九
一！'（侍かｏ１ｉ１Ｒ第イ［がをるた二
か変のら,ｌｉＩｉ後一に死戦節社○
らの時吉ｌＩｊｌ、高ｉ［ｌ去時二会年
ヨイドと１１１の公等いす社の政の
労に同へｌｌｌｉ職学やる会転簸司
資、じの代迫校らの政換；脚協
一Ｍ’よ常に放独れは策を１W調
体調う務おを法、一論見所会
一会に］ＤＭい受科内九へてで宣
への、４１「てけ卒務三転おあ言
の社協のはて、省一化くりＬ
転会洲交、い来社Ｉｌｉさこネ|：の
換政会替吉る京会－せと会趣
の箙のは１１｜・帝同一るに政旨
踏概ノバ協茂外大長）Ｉ態し策を

３繩製辨撒溌継鮒
り、勢がえ似科つるり゜で的
が早の経ば１１Ｉ卒た｡をｉｉＭｉあに
、〈抵験内身の吉そ行洲つ展
一も換す勝で内’１１のなり（た｜)'１
几総をる官戦務茂［１１〔つ変がし
三ノノ愈二似後宮が１iiiて前、大
一）iui味ｌｎ１の、（ｌｍＷｒ、い後その
｛１２体すＩ=ｌ吉外で常同るののは
にIljllるのｌＩＩ務あルリ年の状炎、
おをも指の人つｌｌＩ１ｈでｉｉ)１態添
けＫ(；の禅刀ｌＩｉたりｉ）１あにの｜{｜
る（Ｗｉで部を、。ににるお把常
脇すあの脂総米就、。い握務
調るつ交し１１１１内（Ｆ一てに１１Ｍ
会〃た替て大内し人、人事
のｌｉ１ＩｏでいⅡｉ闇た制協る体
二であたとで。常訓前制

Ｗ礫いⅦ；lii＃'ﾐ脂
のｉＩｌ〔今た大吉事、一い

;ｉ；１鱗鯛
眺､HMl“臺璽なな一’'１１で臼つ

く《需瀦１ｌＩｉｉｉ嫉
安弓の別’１１ノ|ミ敬社調取
岡協岐人とま－会会り

そ
の
添
川
は
、
常
枌
皿
蛎
溝
伍
戒
後
、
「
協
調
会
し
Ⅱ
一
言
」
の
趣
旨
を
敬
術
す
る
趣
旨
の
論
文
を
、
「
勿
働
問
題
の
帰
結
」
（
『
社
会
政
簸
時

報
」
節
而
号
、
一
九
二
一
年
一
Ⅱ
）
、
「
協
調
会
に
対
す
る
二
鮒
の
非
難
」
（
同
上
、
第
七
号
、
一
九
二
一
年
一
二
Ⅱ
）
と
続
け
て
発
表
し
、
社
会
派

官
僚
と
し
て
の
耐
目
を
跳
如
と
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
、
あ
く
ま
で
添
川
の
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て
の
職
分
の
岡
覚
か

ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
社
会
派
有
侭
と
し
て
の
機
能
発
抓
が
川
家
憲
向
仇
と
し
て
の
職
分
で
あ
る
と
、
党
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

【
協
鯛
主
戟
か
ら
労
資
一
体
へ
】
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協調会と大原社研
正
鱒
と
親
し
く
、
金
蕩
学
院
で
理
事
格
の
地
位
に
あ
っ
た
吉
田
茂
が
協
調
会
の
常
務
理
事
と
な
り
、
一
木
喜
徳
郎
を
師
と
仰
ぐ
政
党
政
治

（
４
）
 

派
の
添
田
敬
一
郎
は
、
協
調
会
の
ト
ッ
プ
の
座
か
曇
り
追
わ
れ
た
。

一
九
三
一
年
は
、
内
務
省
提
出
の
労
働
糾
合
法
案
が
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
な
が
ら
貴
族
院
で
審
議
未
了
と
し
て
葬
り
去
ら
れ
た
年
で

あ
っ
た
。
『
協
調
会
史
』
は
、
協
調
会
の
設
立
時
か
ら
の
主
張
で
あ
っ
た
労
働
組
合
法
制
定
の
挫
折
が
契
機
と
な
っ
て
、
協
調
会
の
基
本

刀
針
が
「
新
情
勢
に
対
応
す
る
新
た
な
る
角
度
よ
り
検
討
」
（
六
五
ペ
ー
ジ
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ

の
よ
う
な
内
部
事
情
に
加
え
て
内
務
省
社
会
局
か
ら
の
転
換
要
請
が
あ
り
、
協
調
会
の
第
二
転
換
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る
記
述
を

『
協
調
会
史
』
は
見
せ
て
い
る
。
新
し
く
常
務
理
事
と
な
っ
た
吉
川
茂
は
、
就
任
の
辞
に
お
い
て
「
時
世
の
変
動
に
対
応
し
て
本
会
の
活

動
方
針
も
ま
た
転
換
さ
る
べ
き
」
こ
と
を
要
請
し
た
の
で
あ
っ
た
（
六
六
ペ
ー
ジ
）
。
協
調
会
の
単
独
常
務
理
事
体
勢
は
、
古
田
茂
の
時
代

か
ら
、
河
原
川
稼
吉
の
時
代
へ
、
そ
し
て
町
川
辰
次
郎
の
就
任
へ
と
、
征
期
数
年
で
め
ま
ぐ
る
し
く
移
り
替
わ
る
。
そ
の
間
に
一
質
し
て

進
行
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
労
資
協
調
主
義
の
労
資
一
体
主
義
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。

添
川
時
代
の
協
調
会
の
特
徴
で
あ
っ
た
協
調
主
義
も
社
会
政
策
論
も
、
ど
ち
ら
も
、
そ
れ
自
体
に
、
対
象
伽
域
の
拡
大
要
諦
を
拒
否
す

る
歯
止
め
の
論
理
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
三
一
年
以
降
の
吉
川
時
代
に
「
労
資
協
調
か
ら
社
会
協
調
主
義
へ
」
と
「
延
び
た
色

（
５
）
 

彩
」
は
、
「
時
代
の
推
移
に
つ
れ
て
急
潮
」
と
な
り
、
町
Ⅲ
時
代
に
は
つ
い
に
「
労
資
一
体
主
義
に
到
達
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。

労
使
関
係
の
政
策
論
は
、
そ
の
対
象
領
域
を
、
農
村
問
題
や
巾
・
小
企
業
問
題
に
対
す
る
政
策
論
へ
、
さ
ら
に
は
、
社
会
不
安
全
般
に

対
す
る
処
方
韮
の
提
示
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
協
調
会
は
戦
時
社
会
政
策
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
一
九
一
二
八
年
二
月
に
二
度
目
の

時
局
対
策
委
員
会
を
組
織
す
る
。
こ
こ
か
ら
産
業
報
国
運
動
へ
の
取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
同
年
五
月
に
お
け
る
産
業
報
国

会
と
産
業
報
国
述
捌
の
提
唱
に
お
い
て
、
協
調
会
の
協
調
主
義
は
「
労
資
一
体
」
論
へ
転
化
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
協
調
会
の

第
二
転
換
の
経
過
に
つ
い
て
、
『
協
調
会
史
』
は
、
「
協
調
主
義
の
時
代
的
偏
向
」
（
八
四
ペ
ー
ジ
）
の
経
過
で
あ
っ
た
と
す
る
反
省
を
込
め
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協
調
会
の
雄
業
州
凶
迎
勁
へ
の
取
り
組
み
は
、
町
川
の
言
う
「
一
一
一
位
一
体
」
の
境
地
へ
の
到
述
を
意
味
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
町
川

の
言
う
「
三
位
一
体
」
論
と
、
産
業
報
国
連
盟
が
「
綱
緬
」
と
し
て
掲
げ
た
「
三
者
の
有
機
的
に
結
合
せ
る
一
体
」
化
万
策
と
の
間
に
は

微
妙
な
迷
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
几
三
八
年
に
内
獅
省
か
ら
〃
挑
省
が
独
立
し
、
国
家
総
勁
風
波
が
発
効
さ
れ
た
。
協
調
会
捉
咄
の
迎
勁
叩
位
と
し
て
の
確
業
州
川
会

は
政
府
祓
緋
の
単
位
糾
織
と
な
り
、
協
洲
会
提
咄
の
砿
業
測
囚
述
帆
に
は
政
府
管
掌
の
大
日
水
産
業
報
図
会
が
楓
い
被
さ
っ
た
。
雌
栩
糾

た
記
述
を
見
せ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
『
協
調
会
史
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
協
調
会
に
お
け
る
第
二
転
換
過
熈
の
推
進
者
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
三
七
年
以
降

の
三
常
務
理
事
体
制
に
お
け
る
町
川
辰
次
郎
、
長
岡
保
太
郎
、
蒲
生
俊
文
、
の
三
人
で
あ
っ
た
（
八
六
ペ
ー
ジ
）
。
三
人
の
中
心
と
な
っ
て

い
た
川
川
辰
次
郎
が
、
河
原
川
稼
占
に
脈
さ
れ
て
協
調
会
総
扮
部
長
か
ら
上
が
っ
て
叩
独
常
務
皿
邪
に
就
任
し
た
際
の
挨
拶
の
弁
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
『
社
会
政
筑
時
報
」
一
九
三
七
年
三
川
）
。

…
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
川
肱
の
当
初
よ
り
夙
に
協
洲
柿
神
の
粁
及
倣
庇
を
Ｎ
る
邪
を
以
て
根
本
使
命
の
一
と
し
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
Ⅱ

彼
々
比
の
必
喫
を
痂
感
致
し
ま
す
と
共
に
、
進
ん
で
は
我
川
巌
業
道
の
確
肱
と
釛
労
柵
神
の
立
似
と
、
図
体
に
川
し
た
る
偲
健
中
正
な
る
社
会
政
筑
の

実
施
を
期
す
る
こ
と
を
以
て
、
鼓
も
緊
切
妥
当
の
時
務
な
り
と
信
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
…
而
し
て
勤
労
梢
神
を
作
輿
す
る
為
に
は
、
先
づ
従
来
の

労
働
に
対
す
る
個
人
主
義
的
観
念
を
是
正
し
、
労
働
は
単
に
自
己
の
生
活
維
持
及
び
其
の
向
上
の
為
に
の
み
な
す
べ
き
も
の
に
非
ず
し
て
、
自
己
の
職

業
を
皿
じ
て
、
旧
家
社
会
の
為
に
雁
仕
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
金
同
氏
に
剛
解
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
…
而
し
て
労
筒
一

体
、
蹴
楽
平
杣
の
火
呪
に
協
力
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
又
政
府
に
於
て
は
、
凶
氏
生
活
の
安
定
と
蔵
染
進
皿
の
為
に
常
に
国
家
的
立
場
か
ら
ｆ
胴
な
る

社
会
政
簸
を
災
施
し
、
勤
労
打
、
躯
業
主
及
び
政
府
は
三
位
一
体
と
な
っ
て
協
調
の
実
を
単
ぐ
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
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協調会と人Ｄｉｉｉｌ:研
縦
化
に
お
け
る
疑
似
ｎ
発
性
喚
起
と
い
う
協
調
会
の
役
判
は
消
滅
し
た
。
協
調
会
の
産
業
福
利
部
は
産
業
報
国
会
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に

（
６
）
 

な
っ
た
。
し
か
し
、
協
調
会
本
体
は
、
施
業
栩
図
迎
勅
の
「
上
か
。
ｂ
」
の
展
開
に
抵
抗
し
、
組
織
と
し
て
の
巻
き
込
ま
れ
を
拒
否
す
る
立

場
を
Ⅲ
排
し
た
の
で
あ
る
。
協
調
会
は
縦
染
州
圃
皿
勁
中
央
組
織
と
の
統
合
を
枢
否
し
た
。
機
側
誌
『
社
会
政
簸
時
州
」
も
、
新
た
に
川

刊
さ
れ
た
『
産
業
州
国
』
誌
に
合
併
す
る
こ
と
な
く
、
並
行
し
て
発
行
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

雄
業
州
剛
迎
捌
を
め
ぐ
る
「
解
散
論
と
存
続
論
の
戯
兇
の
対
立
」
が
協
洲
会
の
内
祁
に
発
生
し
た
が
、
協
洲
会
は
、
旅
兆
州
剛
述
捌
と

分
離
・
捉
挑
の
姿
勢
で
行
く
〃
針
を
一
九
二
几
年
一
二
川
の
特
別
委
員
会
で
決
定
す
る
。
こ
の
決
定
は
、
協
調
会
は
「
産
業
柵
阿
迎
助
と

は
別
個
の
使
命
」
を
Ｈ
い
て
い
る
と
す
る
自
覚
に
雌
づ
い
て
な
さ
れ
た
（
『
協
洲
会
史
』
一
○
六
～
一
○
七
ペ
ー
ジ
）
。
戦
時
社
会
政
簸
展
附

段
階
で
な
さ
れ
た
協
調
会
の
「
別
個
の
使
命
」
の
自
覚
と
は
何
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
向
き
に
は
「
社
会
政
策
に
関
す
る
諸
般
の

研
究
洲
衡
」
が
率
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
耶
价
が
あ
っ
た
と
見
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
○
年
前
、
「
協
調
会
宣
言
」
で
労
資
協
調
を
訴
え
た
時
、
つ
い
に
労
働
組
合
の
側
か
ら
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
協
調

会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
一
九
三
二
年
に
岐
初
の
時
局
対
策
委
員
会
を
提
起
し
た
時
、
前
総
川
盟
会
長
の
鈴
木
文
治
を
委
且
と
し
て
迎
え

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
（
『
協
調
会
史
』
七
○
ペ
ー
ジ
）
。
一
九
三
八
年
提
起
の
二
度
目
の
時
局
対
策
委
員
会
で
は
、
総
同
盟
会
長
の
松
岡

駒
吉
と
総
迎
合
会
艮
の
高
山
久
蔵
に
専
門
委
員
を
委
隅
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
（
『
協
調
会
巾
△
九
○
ペ
ー
ジ
）
。
協
洲
主
義
は
、
危
機

管
理
体
制
と
し
て
の
戦
時
社
会
政
策
に
転
化
を
試
み
る
過
腿
で
、
よ
う
や
く
労
資
協
調
体
制
の
尖
を
示
す
組
織
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

時
局
対
筑
委
風
会
の
成
立
は
、
協
洲
会
捉
川
の
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
火
呪
を
意
味
し
た
。
一
九
三
八
年
の
協
洲
会
に
お
い
て
は
、
独
得

し
た
労
盗
協
調
体
制
を
保
持
す
る
役
割
の
自
覚
が
「
別
佃
の
使
命
」
の
自
覚
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

協
調
会
は
一
九
二
○
年
の
「
協
調
会
宣
言
」
で
自
ら
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
「
社
会
に
於
け
る
各
階
級
特
に
〃
資
阿
片
」
の
協
調
主

義
の
災
呪
を
求
め
て
「
極
力
自
ら
施
為
す
る
」
会
で
あ
っ
た
。
国
家
機
柵
か
ら
脱
出
し
て
在
野
の
団
体
と
な
り
、
社
会
政
策
概
念
の
将
及
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を
通
じ
て
「
社
会
」
概
念
の
市
民
権
取
得
に
自
己
の
存
在
意
義
を
見
出
し
て
来
た
協
調
会
と
し
て
、
原
理
的
に
、
国
家
機
構
と
「
三
位
一

体
」
と
な
る
〃
向
を
認
め
る
こ
と
は
Ⅲ
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
先
に
見
た
一
几
征
Ｋ
年
刊
の
『
添
川
散
一
郎
伝
』
（
こ
の
注
Ｉ
）
が
側
係
背
に
よ
る
協
調
会
史
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
で
、
一
几

六
六
年
、
勝
利
会
に
よ
る
『
協
調
会
史
」
（
非
売
品
、
タ
イ
プ
印
刷
、
一
八
三
ペ
ー
ジ
）
が
発
行
さ
れ
た
。
な
お
、
階
和
会
『
協
調
会
史
』
の
元
本

と
な
っ
た
協
調
会
柵
算
耶
務
所
に
よ
る
『
財
川
法
人
協
洲
会
誌
（
隅
水
）
』
（
一
九
川
八
年
三
Ⅱ
、
カ
ー
ボ
ン
・
コ
ピ
ー
、
六
○
六
ペ
ー
ジ
）
が
あ

る
。
こ
の
「
稿
本
」
の
一
部
分
は
、
「
正
史
」
と
し
て
の
偕
和
会
「
協
調
会
史
」
に
お
い
て
省
略
さ
れ
、
そ
の
省
略
部
分
に
協
調
会
史
論
と
し
て
兇

濡
せ
な
い
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
こ
こ
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
拙
柚
「
『
協
調
会
誌
（
楠
本
）
』
と

『
協
調
会
史
（
正
史
）
」
と
の
間
」
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』
第
四
四
肛
号
、
一
九
九
五
年
一
二
月
、
を
参
照
。

（
２
）
関
係
者
の
Ⅲ
噸
に
お
い
て
、
協
調
会
設
立
時
に
澁
沢
栄
一
に
な
さ
れ
た
友
愛
会
・
鈴
木
文
冷
会
長
の
参
加
拒
否
の
発
言
内
容
は
、
協
調
会
に
対

す
る
「
重
要
な
示
唆
」
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
受
け
た
解
散
勧
告
の
「
骨
子
」
は
、
関
係
者

に
と
っ
て
は
、
鈴
木
文
胎
に
よ
る
協
調
会
批
判
の
二
七
年
目
の
「
再
油
」
と
受
け
取
ら
れ
た
。
前
掲
（
こ
の
注
Ｉ
）
「
添
川
散
一
郎
伝
』
六
四
～
六

五
ペ
ー
ジ
。
澁
沢
と
鈴
木
の
会
見
内
容
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
文
治
「
労
働
連
動
二
十
年
』
一
元
社
、
一
九
三
一
年
、
一
九
○
～
一
九
五
ペ
ー
ジ
、

参
照
。
鈴
木
文
治
の
協
調
会
批
判
は
労
働
迦
勁
の
側
か
ら
す
る
協
洲
会
に
対
す
る
崎
兇
の
代
災
的
な
例
で
あ
っ
た
と
す
る
兄
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

米
川
紀
生
、
前
掲
（
一
の
注
２
）
「
協
調
会
の
成
立
過
綴
」
参
照
。
キ
ン
ズ
レ
ィ
、
前
掲
（
一
の
注
２
）
『
近
代
川
本
の
労
使
協
調
ｌ
伝
統
の
仙
造
』

は
、
近
代
的
社
会
政
簸
を
川
本
の
社
会
に
伝
統
的
な
「
共
同
体
主
義
」
（
８
日
目
目
巴
厨
日
）
に
お
い
て
「
型
化
」
（
⑪
§
日
々
）
し
た
非
政
府
組

織
と
し
て
協
調
会
を
と
ら
え
て
い
る
。
国
家
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
社
会
の
倣
域
に
お
け
る
協
調
会
の
位
樋
づ
け
に
鈴
木
と
澁
沢
は
合
意
し
て
い
た

と
す
る
の
が
キ
ン
ズ
レ
ィ
『
近
代
川
本
に
お
け
る
労
使
協
洲
』
の
克
明
な
分
析
結
果
で
あ
る
。

（
３
）
内
枌
背
地
力
川
艮
と
し
て
米
騒
動
に
戒
而
し
た
経
験
が
、
添
川
敬
一
郎
が
社
会
問
題
を
菰
視
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
添
川
は
、
協
洲
会
を
設
立

す
る
実
務
担
当
者
と
な
っ
た
。
そ
の
上
で
、
は
か
ら
ず
も
設
立
施
後
の
協
洲
会
に
乗
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
県
知
耶
を
雌
柾
し

た
後
、
地
力
励
隆
と
し
て
本
省
勤
務
に
な
っ
た
添
川
が
、
外
郭
川
体
で
あ
る
協
調
会
へ
Ⅲ
向
く
に
あ
た
っ
て
「
分
岐
点
」
に
お
け
る
決
断
を
迫
ら
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協
調
会
の
指
導
理
念
は
、
事
業
内
容
の
実
態
と
変
遷
に
具
体
的
に
表
明
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
設
立
直
後
に
発
表
さ
れ
た
「
協

調
会
綱
倣
」
が
あ
り
、
「
耶
業
」
六
醐
月
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
（
「
社
会
政
簸
時
報
」
一
九
二
○
年
九
Ⅱ
）
。
「
〃
働
紛
識
の
仲
奴
和
解
に
尽
力

（
４
）
添
川
が
更
迭
さ
れ
た
の
は
、
「
そ
れ
ま
で
の
協
調
会
の
行
き
方
で
は
、
こ
の
非
常
な
激
動
期
に
処
し
て
い
く
上
に
お
い
て
ど
う
か
」
と
す
る
判
断

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
、
町
川
辰
次
郎
が
串
吹
に
諮
っ
て
い
る
。
協
調
会
の
外
で
、
安
岡
脈
鱒
が
動
き
、
牧
野
仲
馴
が
動
い
た
納
果
と
し
て

の
人
鋼
で
あ
っ
た
。
澁
沢
栄
一
も
了
解
し
て
い
た
模
嫌
で
あ
る
。
仕
掛
け
人
は
、
町
川
で
あ
っ
た
こ
と
を
本
人
が
ほ
ぼ
認
め
て
い
る
。
町
川
は
、

金
鴎
学
院
筋
の
情
報
と
し
て
、
大
川
周
明
グ
ル
ー
プ
が
床
次
竹
次
郎
に
働
き
掛
け
「
協
調
会
を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
効
い
て
い
る
の

を
知
り
、
そ
の
川
止
を
皿
川
に
鞭
鋤
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
前
胸
（
こ
の
注
１
）
「
吉
川
茂
』
一
瓦
六
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

（
５
）
前
掲
（
こ
の
注
ｌ
）
『
添
川
敬
一
郎
伝
」
七
四
ペ
ー
ジ
。
協
調
会
の
「
基
底
」
と
さ
れ
た
「
社
会
協
調
主
義
」
は
、
労
資
関
係
の
論
理
か
ら
社
会

間
麺
全
般
を
規
制
す
る
論
班
へ
転
換
す
る
に
当
た
っ
て
、
歯
止
め
の
装
置
を
自
ら
の
内
部
に
細
み
込
ん
で
い
な
い
櫛
造
を
露
呈
し
た
の
で
あ
っ
た

が
、
先
に
兇
九
（
こ
の
柾
Ｉ
）
、
社
会
政
筑
に
お
け
る
政
雄
科
学
性
の
欠
如
が
、
協
調
会
終
騰
後
、
協
調
会
関
係
者
に
よ
っ
て
「
社
会
協
調
主
義
」

の
「
延
び
」
の
問
趣
と
し
て
自
行
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
に
注
Ⅱ
し
て
お
き
た
い
。

（
６
）
町
川
辰
次
郎
「
星
図
勤
労
観
と
産
業
柵
国
連
動
」
昭
和
刊
行
会
、
一
几
三
九
年
、
粥
四
章
、
参
照
。

岐
に
あ
っ
た
。

れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
添
川
の
苦
衷
を
語
る
記
録
と
し
て
彼
の
水
野
鎌
太
郎
宛
の
糾
耐
の
全
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
（
こ
の
注
Ｉ
）

『
添
川
散
一
郎
伝
」
Ｗ
六
～
川
八
ペ
ー
ジ
。
た
だ
し
、
こ
の
杏
耐
で
、
添
川
は
、
社
会
派
と
し
て
の
使
命
感
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
腱
だ

意
外
且
迷
惑
」
と
し
な
が
ら
「
二
百
万
円
の
大
金
を
補
助
し
た
る
現
内
閣
の
武
柾
の
敢
大
な
る
を
恩
へ
ば
…
」
断
れ
わ
な
か
っ
た
と
す
る
国
家
官

僚
の
使
命
感
を
示
し
て
い
る
。
添
川
の
勝
衷
は
、
囚
家
官
僚
と
社
会
派
宿
恢
の
分
岐
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
宵
勤
務
と
「
地
方
」
助
務
の
分

四
社
会
政
鞭
洲
粁
所
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す
る
こ
と
」
は
、
第
Ⅱ
項
と
な
っ
て
い
た
が
、
協
調
会
の
全
史
を
通
じ
て
労
働
争
議
対
策
は
常
に
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

一
九
二
○
年
の
「
幹
部
の
更
迭
」
の
直
後
、
「
協
調
会
宣
言
」
の
発
表
を
受
け
て
、
添
川
常
務
理
頚
は
「
蛎
業
要
綱
」
を
発
表
し
「
当

而
の
醜
業
」
と
し
て
七
項
側
を
準
げ
た
が
（
「
社
会
政
簸
時
報
』
一
九
二
○
年
二
Ⅱ
）
、
そ
こ
に
労
働
争
議
の
調
停
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ

た
。
悪
名
間
き
争
議
洲
伴
堺
業
は
、
一
度
は
棚
上
げ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
や
は
り
、
協
洲
会
と
争
議
の
調
停
は
切

り
離
せ
な
か
っ
た
。
添
川
常
務
皿
事
体
制
に
お
い
て
、
野
川
醤
汕
争
議
に
お
け
る
調
停
、
別
子
銅
山
争
議
に
お
け
る
調
停
が
な
さ
れ
、
そ

（
１
）
 

こ
に
添
川
は
直
接
、
関
与
し
て
い
た
。

吉
川
常
扮
皿
班
体
制
に
入
る
と
と
も
に
、
協
調
会
の
争
議
調
停
は
岐
商
潮
に
達
し
た
。
「
吉
川
先
生
が
お
入
り
に
な
っ
て
新
し
い
協
洲

（
２
）
 

〈
雪
の
締
総
が
始
ま
っ
た
の
で
す
」
と
諮
っ
て
い
る
の
は
、
勝
間
川
消
一
で
あ
る
。
鋳
物
の
町
、
川
口
の
労
働
争
議
の
調
伴
が
産
業
平
和
述

動
に
な
り
、
埼
玉
県
丼
泉
付
の
股
業
問
題
へ
の
対
応
が
農
村
更
生
迎
勁
と
な
っ
た
と
こ
ろ
に
「
新
し
い
協
調
会
の
経
総
」
が
あ
っ
た
。
石

川
脇
造
船
所
に
お
け
る
側
柵
糾
合
の
結
成
も
、
吉
川
常
務
皿
平
と
安
岡
正
鰯
お
よ
び
金
潮
学
院
と
の
側
述
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で

（
３
）
 

あ
っ
た
と
町
川
歴
次
郎
が
誠
Ⅲ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
争
議
・
紛
識
の
調
停
と
は
別
に
協
調
会
が
取
り
紺
ん
だ
小
業
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
政
莱
論
と
し
て
の
社
会
政
簸
的
認
識

の
普
及
で
あ
り
、
政
策
論
と
し
て
の
社
会
政
策
的
施
策
の
実
務
担
当
者
の
全
国
的
組
織
化
で
あ
っ
た
。
「
協
調
会
綱
傾
」
の
第
三
項
は

「
識
油
会
、
図
書
館
を
開
設
し
て
事
業
主
及
労
務
者
の
修
養
に
資
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
恩
恵
施
策
の
姿
勢
は
、

第
汎
醐
の
争
議
仲
成
〃
針
の
棚
上
げ
よ
り
早
く
、
「
協
洲
会
宣
言
」
が
発
災
さ
れ
る
前
に
修
正
さ
れ
て
い
た
。
修
正
さ
れ
た
節
一
一
一
項
は

「
識
習
会
、
講
波
会
、
図
洲
伽
聯
ヲ
附
投
ス
ル
コ
ト
」
と
な
っ
て
い
た
（
『
社
会
政
簸
時
細
い
一
几
二
○
年
一
○
Ⅱ
）
。
「
官
」
の
立
場
か
ら
す

る
「
氏
」
に
対
す
る
訓
育
の
姿
勢
は
、
「
講
習
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
姿
勢
に
転
換
さ
れ
、
そ
こ
で
社
会
政
策
講
習
所
が
発
足
さ
せ

ら
れ
、
社
会
政
策
学
院
の
役
立
が
な
さ
れ
た
。
協
調
会
の
添
田
常
務
理
事
態
勢
の
時
代
を
具
体
的
に
示
す
事
業
と
な
り
、
「
協
調
会
宣
言
」
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研
て
も
、
受
講
生
に
対
す
る
「
官
バ

ー噸
会
政
簸
牧
育
の
特
徴
が
あ
っ
た
。

麩
社
会
政
莱
識
習
所
段
階
で
典

会調
識
刊
所
の
内
容
を
「
第
四
回
識
、

脇

桑
川
熊
蔵
の
発
想
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
邪
業
主
皮
労
務
行
の
修
鍵
」
刀
針
に
雌
づ
い
て
一
几
二
○
年
四
川
に
附
設
さ
れ
た
の
が
社
会

政
簸
識
習
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
設
立
趣
意
沓
」
は
、
「
騒
擾
を
未
然
に
防
止
」
す
る
た
め
に
は
「
官
衙
公
共
剛
体
に
征
て
工
場
の
艦
粁

及
び
救
済
事
業
に
従
事
す
る
者
、
工
場
鉱
山
等
に
在
て
労
務
者
の
蕪
淘
又
は
生
活
改
善
を
画
簸
す
る
者
、
其
の
他
民
間
に
於
て
社
会
事
業

を
経
営
し
又
は
之
に
関
す
る
思
想
の
宣
伝
に
従
事
す
る
も
の
を
し
て
専
門
の
知
識
を
傭
へ
特
殊
の
素
養
を
有
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と

す
る
刀
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
識
習
所
の
参
加
者
資
絡
に
つ
い
て
「
中
学
校
、
高
等
女
学
校
の
卒
業
行
及
之
と
同
等
以
上

の
学
力
あ
り
と
認
む
る
打
」
と
し
、
特
に
「
宮
公
禅
、
公
樅
剛
体
又
は
鞭
業
主
の
碓
鮒
に
Ⅲ
る
行
」
と
限
定
し
て
い
た
（
『
社
会
政
筑
時

報
』
一
几
二
二
年
三
川
）
。
社
会
政
策
講
判
所
は
、
当
初
は
、
労
務
管
川
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

識
習
所
の
初
代
所
災
で
あ
っ
た
桑
川
は
、
就
柾
後
、
半
年
で
「
所
長
更
迭
」
と
な
り
、
識
習
所
の
事
業
は
「
刷
新
」
「
充
突
」
「
拡
張
」

の
刀
向
で
添
川
敬
一
郎
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
『
牡
金
政
鞭
時
報
』
一
九
二
○
年
一
二
Ⅱ
）
。
一
九
二
三
年
に
来
京
乏
公
剛
内
に

協
調
会
航
が
落
成
し
、
社
会
政
莱
漸
判
所
は
社
会
政
簸
学
院
と
改
称
さ
れ
、
協
調
会
航
が
校
舎
と
な
っ
た
。
よ
う
や
く
こ
の
頃
か
ら
、
協

調
会
の
事
業
の
巾
で
「
素
養
」
の
訓
育
と
は
別
の
学
校
教
育
が
一
定
の
場
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
社
会
政
簸
学
院
と
な
っ

て
も
、
受
講
生
に
対
す
る
「
宮
公
署
又
は
事
業
正
の
推
薦
に
由
る
者
」
と
す
る
資
格
制
限
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
協
調
会
の
社

政
策
学
院
で
あ
っ
た
。

が
意
味
す
る
協
調
主
義
と
社
会
政
策
論
の
展
開
を
示
す
事
業
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
社
会
政
策
講
習
所
で
あ
り
、
そ
の
後
身
の
社
会

社
会
政
莱
識
習
所
段
階
で
の
講
判
は
七
回
附
か
れ
、
一
○
九
六
名
の
終
了
生
を
川
し
て
い
る
（
『
社
会
政
雄
時
報
』
一
九
二
二
年
一
二
Ⅱ
）
。

刊
所
の
内
容
を
「
第
四
回
識
習
経
過
概
要
」
で
見
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
『
社
会
政
簸
時
報
」
一
九
二
一
年
一
一
Ⅱ
）
。

［
講
習
開
始
］
大
正
十
年
九
Ⅱ
一
二
日
。
［
講
習
終
了
］
大
正
十
年
十
二
月
十
七
日
。
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［
入
所
許
可
人
員
］
七
八
名
。
列
、
七
ｈ
名
。
女
、
三
名
。
（
衆
議
院
議
、
一
名
が
応
募
）

［
正
科
講
義
］
一
九
科
Ⅱ
○
二
八
八
時
Ⅲ
。

〔
見
学
〕
一
六
回
。

科

会岐兀操來外
政近場に↑i臘
莱水委就殿一
)１１貝て￣ドニ
物労会御二

＃雛雛型
ｌＭＩ鰹鍬回
況倫感一

ｉｆ伐酬MIMi
にＩＦ’三ｌｉＺ１ｉｉｌＭ又
於の義張会些

：ＩｌＷｉＩｉｉ 
後翅ネ|：１１ｉ及合

＆珊繊Ｍ;１
口人；｜に）上
蝋Ｍｼjｷﾞｶﾞ''附

働行lI1
iil1＃Ｍ{Hl8 
111思的教社１１Ｍ
察潮Ａｕ行会

il1舩労“
、特祉働の階

;＄術Ｍ；柵
:(fIiMl2Mk髄
ｨｊ原部州lN
lI；川腿現際
頼村思時ｿｊ
聯’'１１岨の勘
、ｌＭｎｌｌｌｌ社会
期 題会識
切独の状に
溌逸火態就
乢Ｍ１児て
ほけ批囚ＩＥＩ
かる１１Ⅲ保氏
ｊｌ(|：護体

社
会
学
大
意

経
済
原
論

法
制
大
意

社
会
政
策
総
論
一
近
世
産
業
史

労
働
問
題
に
側
す
る
も
の
ｌ
印
刷
局
、
芝
岻
誌
交
換
局
、
Ｈ
禰
紡
緬
水
靴
工
場
、
柵
工
社
、
足
尾
銅
山
搬
鋼
賀
獅
耶
に
職
、

来
京
砲
兵
工
廠
、
な
ど
一
九
箇
所
○

社
会
事
業
に
関
す
る
も
の
ｌ
ｌ
東
京
鉄
道
病
院
、
枇
浜
社
会
館
、
枇
浜
公
衆
浴
場
、
醐
玉
監
献
、
日
罧
皿
小
仇
宅
、
来
京
府
立
公

営
質
屋
、
桜
風
会
託
児
所
、
東
京
市
中
央
職
業
紹
介
所
、
東
京
市
立
東
奴
簡
易
食
堂
、
な
ど
一
二

倫
理
学
説
一
班

労
働
組
合

労
働
争
議

労
働
保
険

工
場
法
及
鉱
業
法

巫
場
衛
生

災
害
予
防

社」：産純
会場梁益
事能ｉⅡ分
業率合配
大
意

矢児教救
業漸化貧
問保Ｉｌｉ及
題誕業防

食
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協調会と人脈ﾈ|:研

受
講
生
の
柵
成
は
、
応
募
行
八
六
名
の
内
訳
で
見
る
と
、
取
人
を
含
め
官
公
吏
が
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
り
、
会
社
・
工
場
か
ら

の
参
加
者
は
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
っ
た
。
受
講
希
望
者
の
学
歴
を
見
る
と
、
中
学
校
卒
業
四
七
、
専
門
学
校
卒
業
二
三
、
学
士

二
、
そ
の
他
一
四
、
の
順
位
と
な
っ
て
い
る
（
『
社
会
政
策
時
報
』
一
九
二
一
年
一
○
几
）
。
協
調
会
の
社
会
政
莱
教
育
は
、
識
Ｗ
内
容
か
ら

す
れ
ば
、
す
で
に
社
会
政
筑
講
習
所
段
階
で
設
立
当
初
の
労
務
祷
班
者
養
成
と
い
う
Ⅲ
的
か
ら
離
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

社
会
政
筑
講
習
所
の
講
習
内
容
は
、
一
般
教
養
水
準
を
越
え
、
旧
制
大
学
の
専
門
科
目
と
同
程
度
に
な
っ
て
い
た
。
社
会
政
策
講
習
所

の
識
習
科
目
は
、
新
制
大
学
に
新
投
さ
れ
る
社
会
政
策
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
も
通
川
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

（
１
）
添
川
の
野
川
繍
汕
争
議
調
体
に
つ
い
て
は
松
岡
駒
吉
の
回
想
が
あ
り
、
別
子
銅
山
争
議
調
体
に
つ
い
て
は
内
尾
末
広
の
回
想
が
あ
る
。
前
掲

（
こ
の
桃
１
）
『
添
川
敬
一
郎
伝
』
二
二
七
ペ
ー
ジ
、
二
叫
几
ペ
ー
ジ
。
な
お
、
協
調
会
添
川
態
勢
の
争
議
調
停
に
つ
い
て
は
、
脇
川
昌
和
、
前
掲

つ
の
注
２
）
．
九
二
○
年
代
後
半
に
お
け
る
協
淵
会
の
祇
動
」
が
詳
し
い
。

（
２
）
前
掲
（
こ
の
注
ｌ
）
『
吉
川
茂
」
一
六
二
ペ
ー
ジ
。
勝
間
川
柵
一
は
協
調
会
、
企
画
院
、
を
通
じ
て
吉
川
に
私
淑
し
て
い
た
。
伝
紀
『
吉
川
茂
」

の
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
を
沓
い
て
い
る
の
は
勝
間
川
油
一
で
あ
る
。
協
調
会
時
代
の
勝
間
川
に
お
け
る
吉
川
茂
と
の
播
接
な
関
係
は
、
稲
葉
秀
三

の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
吉
川
時
代
の
協
調
会
は
、
新
官
僚
胴
の
拠
点
で
あ
り
、
彼
ら
の
国
家
改
造
運
動
の
実
験
場
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

箇
所
。

外
に
、
宮
城
及
新
耐
御
苑
拝
観
、
一
回
。
名
士
訪
問
（
来
凪
市
長
、
司
法
大
阪
）
、
二
回
。
演
習
、
三
回
。
懇
話
会
、
七
回
。

［
購
習
終
了
者
総
数
］
七
二
名
。
男
、
七
○
名
。
女
、
二
名
。
職
業
別
分
航
は
左
の
通
り
。

宮
公
軒
九
一
会
社
工
賜
一
二
｜
教
育
家
一

股
二

簡
設
工
賜
一
一
一
一
一
Ⅶ
川
家
峅
巨
縦
斗

其
他
一
九

軍
人

汁
七
二
（
マ
マ
）
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社
会
政
莱
学
院
段
階
で
は
、
同
窓
会
の
機
関
誌
が
年
一
回
か
ら
三
回
、
本
格
的
な
活
版
印
刷
の
非
売
品
の
Ⅲ
子
と
し
て
発
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
回
の
発
行
経
費
約
二
○
○
円
で
、
一
五
○
○
部
か
ら
二
○
○
○
部
の
印
刷
部
数
で
あ
っ
た
。

川
窓
会
の
機
関
誌
が
会
州
と
し
て
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
以
前
は
「
社
会
政
簸
時
柵
』
の
「
協
調
会
州
」
棚
で
州
告
さ
れ
て
い

た
識
習
所
と
学
院
の
動
向
が
、
会
報
で
知
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
会
報
の
発
行
は
、
タ
イ
ト
ル
を
替
え
て
で
あ
る
が
、
一
派
研
の
縦

（
１
）
 

続
発
行
を
確
刻
心
出
来
る
。
一
爪
点
の
会
報
の
内
容
か
ら
、
協
調
会
の
協
調
主
義
の
具
体
的
な
股
開
状
況
を
読
み
取
る
こ
と
に
し
た
い
。

同
窓
会
と
い
っ
て
も
、
一
九
三
一
年
度
大
会
の
例
で
見
れ
ば
、
名
答
顧
問
、
名
撚
会
員
に
協
調
会
役
員
が
名
を
述
ね
て
い
る
だ
け
で
な

新
た
に
発
足
し
た
社
会
政
莱
学
院
は
、
識
習
受
識
生
の
募
災
を
一
般
紙
を
通
じ
て
行
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
耐
接
、
全
図
博
公

署
、
各
会
社
・
工
場
な
ど
に
「
差
遣
依
軌
状
」
を
発
送
す
る
方
法
も
と
っ
て
い
た
。
社
会
の
各
部
門
か
ら
受
講
生
を
抜
き
出
し
、
終
了
生

を
各
部
門
に
送
り
返
し
配
慨
す
る
愈
凹
が
川
脇
で
あ
っ
た
。
終
了
化
の
就
職
幹
旋
な
ど
を
配
慮
し
た
形
跡
は
な
い
。
む
し
ろ
、
在
職
の
受

識
生
の
終
了
後
の
全
国
的
組
織
化
が
馴
極
的
に
取
り
細
ま
れ
て
い
た
。
社
会
政
簸
識
習
所
時
代
か
ら
同
窓
会
が
糾
縦
さ
れ
て
い
た
。

【
学
院
終
了
生
の
全
国
組
織
化
】

（
３
）
同
ｈ
『
吉
川
茂
』
．
七
二
ペ
ー
ジ
。
新
宮
仇
と
し
て
の
吉
川
の
行
助
は
、
安
岡
正
鱒
と
金
剛
学
院
と
の
関
係
を
背
膿
に
図
維
会
を
舞
台
と
し
、

岡
川
蒋
介
内
側
の
釦
Ⅱ
工
作
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。
「
協
調
会
が
糾
側
本
部
み
た
い
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
後
に
Ⅲ
水
社
会
党
委
側
災
と

な
る
勝
間
川
淌
一
で
あ
る
（
同
上
、
一
七
六
ペ
ー
ジ
）
。

新
官
僚
層
の
こ
の
人
脈
は
、
一
九
四
○
年
代
後
半
以
降
の
日
本
社
会
党
に
受
け
継
が
れ
、
日
本
社
会
に
お
け
る
最
初
の
社
会
党
政
権
の
社
会
的
背

股
と
な
っ
て
い
る
。

八
社
会
政
莱
学
院
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協
調
会
の
協
調
主
義
は
、
社
会
の
各
分
野
の
実
務
担
当
階
層
に
社
会
の
実
情
把
握
と
分
析
を
す
す
め
、
「
善
処
」
「
改
善
」
「
向
上
」
の

方
向
で
「
社
会
政
策
の
徹
底
」
に
努
め
る
よ
う
期
待
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
一
九
二
七
年
の
時
点
で
、
そ
の
着
実
な
成
果
を
自
己
評
価
し

く
、
会
長
に
協
調
会
の
常
務
剛
事
で
あ
る
学
院
長
が
選
ば
れ
、
副
会
長
に
協
調
会
の
主
事
が
就
任
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
た
。
同
窓
会
規

約
が
そ
う
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
は
、
幹
事
と
な
り
評
議
員
と
な
る
だ
け
の
同
窓
会
で
あ
っ
た
。

会
社
報
告
を
見
る
と
、
収
入
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
三
○
○
円
が
、
協
調
会
か
ら
の
補
助
金
三
年
分
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
九

三
二
年
か
ら
は
、
同
窓
会
と
学
友
会
の
一
体
化
が
な
さ
れ
た
。
さ
す
が
に
こ
れ
に
は
会
員
か
ら
疑
問
の
声
が
単
が
っ
て
い
る
。

協
調
会
の
協
調
主
義
の
社
会
的
担
い
手
の
全
国
組
織
化
が
同
窓
会
で
あ
っ
た
。
規
約
で
、
会
員
に
「
毎
年
其
ノ
関
係
セ
ル
社
会
政
策
的

事
項
二
付
参
考
卜
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
本
会
一
一
提
出
ス
ル
」
と
の
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
社
会
政
莱
学
院
同
窓
会
に
は
、
社
会

政
策
の
社
会
的
普
及
を
図
る
連
動
体
と
し
て
の
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
協
調
会
の
協
調
主
義
と
は
社
会
政
策
の
普
及
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
添
川
常
務
理
事
は
同
窓
会
の
会
報
発
行
に
当
た
っ
て
次
ぎ
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
（
会
報
、
第
一
号
。
以
下
［
①
］

と
略
記
）
。

て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

幸
い
に
大
正
九
年
学
院
開
始
以
来
の
卒
業
姓
約
千
五
百
人
を
数
へ
、
何
れ
も
全
国
各
地
に
於
け
る
宮
公
署
、
工
場
鉱
山
、
社
会
的
諸
施
設
等
の
実
際

刀
耐
に
、
そ
れ
ぞ
れ
柧
軸
饗
の
地
位
を
占
め
、
其
の
精
練
せ
ら
れ
た
る
漕
蓄
と
、
透
徹
な
る
識
見
と
を
以
て
、
真
に
産
業
及
び
社
会
の
実
情
を
明
察
し
、

詳
に
其
の
長
所
及
短
所
を
解
剖
批
判
し
て
、
之
に
善
処
し
、
之
を
改
善
し
、
之
を
向
上
せ
し
め
、
熱
心
に
社
会
政
策
の
徹
底
に
努
め
っ
Ｌ
あ
る
こ
と
は
、

誠
に
慶
賀
の
至
り
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ
る
。

会
協
の
各
号
に
よ
っ
て
何
よ
り
も
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
社
会
政
簸
学
院
段
階
に
お
け
る
講
義
内
容
の
充
実
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
に
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会
州
に
社
会
政
策
学
院
に
お
け
る
講
銭
記
録
が
戦
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
若
き
刑
の
小
泉
信
三
が
「
マ
ル
ク
ス

と
ヘ
ー
ゲ
ル
」
に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
［
会
報
⑦
］
・
小
泉
は
、
講
義
の
後
で
、
自
分
の
マ
ル
ク
ス
主
義
批
判
に
つ
い

て
、
「
労
農
露
四
唖
の
Ⅱ
力
年
計
画
」
を
艇
視
し
「
独
逸
に
お
け
る
ナ
チ
ス
連
動
」
を
軽
視
し
て
い
た
と
す
る
反
省
を
示
し
て
い
る
［
会

報
⑮
］
。
小
泉
は
、
社
会
政
莱
学
院
に
、
彼
が
か
っ
て
シ
ド
ー
ー
１
．
ウ
ェ
ッ
ブ
や
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ウ
の
講
義
を
聞
い
た
ロ
ン
ド
ン
・

ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
て
い
た
［
会
報
①
］
・
そ
の
よ
う
な
期
待
か
ら
生
ま
れ
る
社
会
政
簸
学
院
の
識

義
に
つ
い
て
の
真
蟄
さ
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

我
妻
栄
は
、
「
協
調
会
宣
言
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
「
人
格
」
（
ペ
ル
ゾ
ー
ン
）
概
念
を
「
人
権
」
（
メ
ン
シ
ュ
）
概
念
へ
転
化
さ

せ
よ
と
説
き
、
「
所
有
柿
よ
り
伏
椛
を
経
て
労
働
法
へ
」
と
す
る
講
義
を
行
な
っ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
「
ド
イ
ツ
新
恵
法
」
を
持
ち
出
し

（
２
）
 

て
「
人
間
ら
し
き
生
存
」
の
権
利
を
新
た
な
る
法
律
体
系
と
し
て
論
じ
る
と
い
う
斬
新
な
問
題
提
起
で
あ
っ
た
。
協
調
〈
琴
の
主
張
す
る
協

は
、
す
で
に
一
一
二
回
の
講
習
会
を
開
き
、
終
了
生
を
二
○
○
○
人
、
社
会
の
各
層
に
配
置
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
成
果
の
１
に
、
通

常
の
「
学
院
識
習
」
だ
け
で
な
く
、
「
研
究
科
」
と
「
特
別
研
究
科
」
が
設
け
ら
れ
た
［
会
柵
⑤
］
。
そ
れ
ら
の
学
科
課
程
を
担
当
す
る
講

師
陣
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
名
が
見
出
さ
れ
る
［
会
報
⑥
⑩
⑬
］
・
大
学
の
枠
を
越
え
た
講
師
の
敵
触
れ
が
魅
力
的
だ
っ
た
と
す
る
Ｏ
Ｂ

の
声
が
挙
が
っ
て
い
た
が
、
確
か
に
、
帝
国
大
学
の
枠
は
越
え
ら
れ
て
い
た
。

経
済
思
想
史
慶
応
大
学
教
授
高
橋
誠
一
郎

社
会
思
想
史
慶
応
大
学
教
授
小
泉
信
三

農
村
問
題
法
政
大
学
教
授
小
野
武
夫

労
働
法
来
京
商
科
大
学
教
授
孫
川
秀
存

財
政
学
東
京
帝
国
大
学
教
授
土
方
成
美

法
律
思
想
史
東
京
帝
国
大
学
教
授
牧
野
英
一

農
村
工
業
化
理
科
学
研
究
所
所
長
大
河
内
正
敏

肢
近
欧
米
国
際
事
付
衆
議
院
議
員
芦
川
均

法
学
概
論
東
京
帝
国
大
学
教
授
我
妻
栄

世
論
と
社
会
生
活
東
京
軌
Ｈ
新
聞
緒
方
竹
虎
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調
主
義
に
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
社
会
法
原
理
を
受
け
入
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
我
妻
は
、
強
調
会
の
そ
の
よ

う
な
余
硲
を
岐
大
限
に
活
川
し
て
い
た
。

小
泉
や
我
斐
の
講
義
内
容
と
講
義
姿
勢
か
ら
兇
る
限
り
、
社
会
政
簸
学
院
は
「
労
資
協
調
」
を
掲
げ
る
労
扮
管
理
打
行
成
の
場
で
は
な

く
、
日
本
的
労
働
巡
助
の
理
念
育
成
が
特
定
さ
れ
た
場
で
も
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
会
報
の
「
脚
山
論
脳
」
柵
に
は
、
女
子
の
政
冷
参
加

と
し
て
ま
ず
防
撫
制
度
へ
参
加
さ
せ
よ
と
す
る
声
が
挙
が
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
不
良
住
宅
対
鞭
や
人
ｎ
問
迦
へ
の
取
り
組
み
の
経
験
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
関
東
大
震
災
で
樅
災
し
た
婦
女
子
の
た
め
の
施
設
設
脚
が
馴
告
さ
れ
て
い
る
［
会
報
①
］
。
そ
れ
ら
は
す
べ
て
社
会
政

莱
学
院
の
終
了
生
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
や
彼
女
ら
が
微
か
れ
た
社
会
的
場
か
ら
の
発
言
で
あ
り
、
報
告
で
あ
っ
た
。
「
労
資
協
調
」

の
実
践
経
験
は
一
例
も
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

社
会
政
策
講
習
会
の
開
講
か
ら
数
え
て
、
一
九
三
ｈ
年
が
一
ｈ
周
年
で
あ
っ
た
。
「
学
院
の
一
ｎ
年
」
の
時
点
で
、
会
柵
は
小
術
を
試

み
て
い
る
［
会
報
⑮
］
。
一
瓦
年
間
に
お
け
る
三
ヵ
月
講
習
の
開
催
数
は
平
均
年
二
回
で
計
三
瓦
回
で
あ
っ
た
。
「
講
習
に
学
ん
だ
学
生
」

は
二
九
○
○
名
で
、
二
六
○
○
名
が
「
終
了
生
」
と
し
て
「
養
成
」
さ
れ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
「
巻
頭
言
」
）
。
出
身
地
は
、
東
京
・
神

奈
川
を
小
心
に
川
七
祁
逝
府
県
に
広
が
り
、
樺
太
、
朝
鮮
、
台
湾
、
関
東
洲
、
満
洲
、
支
那
、
北
米
、
か
ら
も
五
○
名
近
く
が
参
加
し
て

い
た
。
終
了
生
の
「
職
業
別
」
「
学
歴
別
」
の
分
布
は
別
表
（
本
節
末
尾
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
中
卒
学
腱
の
中
央
・
地
力
宵
史
、
す

（
３
）
 

研
な
わ
ち
「
属
吏
」
が
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

聯
会
栩
の
多
く
の
号
に
掲
峨
さ
れ
た
「
会
且
消
息
」
柵
の
Ｏ
Ｂ
通
信
が
、
「
社
会
政
簸
の
徹
底
」
の
担
い
下
達
の
社
会
改
披
派
と
し
て
の

孕
吻
向
を
典
体
的
に
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
会
州
に
し
ば
し
ば
発
表
さ
れ
た
「
終
了
生
名
節
」
の
職
業
・
勤
務
先
柵
が
、
そ
の
よ
う
な
担
い

会
（
４
）
 

洲
乎
述
の
拡
散
さ
れ
た
社
会
分
布
の
尖
態
と
雅
庇
社
会
へ
の
疋
普
を
一
不
し
て
い
る
。

協

そ
れ
に
し
て
も
、
社
会
政
筑
学
院
の
終
了
生
達
の
多
く
が
、
身
分
と
し
て
低
い
地
位
に
位
微
付
け
ら
れ
て
い
た
官
吏
達
で
あ
っ
た
実
態
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協
洲
主
義
か
ら
時
局
対
鞭
課
題
自
覚
の
段
階
へ
移
行
し
て
行
く
過
醗
で
、
時
川
的
に
は
一
九
三
○
年
代
後
半
の
町
川
態
勢
に
お
い
て
、

学
院
の
終
了
他
達
が
「
社
会
政
簸
の
徹
底
」
の
肢
先
端
の
狐
い
下
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
社
会
」
化

の
担
い
手
と
し
て
社
会
の
各
分
野
で
活
雌
す
る
終
了
生
達
の
姿
を
伝
え
る
『
同
窓
会
報
』
の
発
行
を
雌
認
Ⅲ
来
な
い
。

社
会
政
莱
講
習
所
の
時
代
で
あ
っ
た
一
几
二
○
年
代
の
前
半
に
お
い
て
、
各
回
の
終
了
生
の
数
は
、
別
表
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
七
○
名

前
後
の
線
を
辿
っ
て
い
た
。
社
会
政
策
学
院
の
時
代
に
入
っ
た
一
九
二
○
年
代
後
半
に
は
、
各
回
の
終
了
生
の
数
が
一
段
上
の
水
準
に
到

達
し
、
し
ば
し
ば
一
○
○
名
を
越
え
る
線
で
哨
減
を
繰
り
返
し
平
均
八
○
名
の
線
に
到
達
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
一
九
三
○
年
代
の
前
半

に
は
、
蚊
醗
時
か
ら
見
れ
ば
半
減
し
た
各
回
汎
○
名
前
後
の
線
に
低
滞
し
、
平
均
六
○
名
以
下
の
線
で
下
降
気
味
に
定
肴
し
て
い
る
。

でか法はあお’Ｈかに
あしIljリツｊｒＭＩつい弊つｉ１２
つ、イヒ伽利,ｌたて同た’二’
た内に紺会。、守のし
。務幽谷が｜｣リドl：のでた
新省たの、来会伝あい
官社つ法添か民統る。
僚会てルＩ１１Ｉ１ら主主。私
と派は化↑ＩｉｒＵｌｉｌミ義協企
し’1:１，で務離筏で調業
て恢協あＨｌ１をであ会か
のも綱つＬ１Ｉｉｉｖ（ありのら
吉、会たのいれ、Ｍ１は
111新は。｜けた、伝調、
は宮１１；添代ド|：社統主公
、（11（ノノｌＩｌに会会の義Ｉ(l：
最も災ももの政壁の艮
大、ＩＪＩ吉、場策に行で
の革とｌｌＩＴｌｉので四くあ
政新な６川設あま手れ
治官り、常走れれを、
課（11（、そ務が、大IlllJ二
題も隠こＩｌｌ１、囚｜けん場
と、微にリド協家界だ労
しlIilな法の調主勢の勘
て家ｐＩｌｉＩｌｌ１ｌｊ会義力は背
、筒ビ「１代がをで、で
貨僚Ｉ（li（にIIT破あ労あ
族とハ１１テｂｉＩｉｉるつ働れ
院１１（劫ク、す司た紺、
改部にノ細るＩ(|：。合総
革と内ク織議会Ｈ法勢
と財務ラのりｉＬ－本業と
恵界官１〃［１１ミののし
法の似トイl；ハ{義経場て
改守郷とを化に営合二
ilill］ノノし賭さは者と○
を派のてけれ、途『リパ
者のパのるたたはじ｜
え総ヮ余愈政だ、でセ
、合１ノノ気治水第、ン
ロノノをを込イ｝能二階卜
にｌこ肢染み（（的次級以
し対人’|’でとなｌｌｌｌＮ１下
て抗限し火な反界争の
いＩ１１にたＪＢＡつ発大］ｉ参
た来利。をてを戦茂ＤＩＩ
とな川ヅjrlHlい示前で率
いへかし勧脂たすのはで
う且つ大紺し・だ状なし
・た。合たけDBくか
のしののでに、な

で
あ
っ
た
。
新
官
僚
‐

【
産
報
体
制
と
の
距
離
】
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|Ｈ１いたすな根成の陽で’''１
述て脇まるるＬに一専でのｌＪ－
がの洲＆ノ1ノ統産突几攻あ｜|{|ど九
ｌＩ１ｌｌ１ｌｌ会、針ＩＩｊリ業巡三課つに休三
題調はつを￣ﾄﾞ報し七程た、ｉネル○
と会、いとに囮た年終と識状イ|；
さのそにつ州逆・以了言習態代
れ画の終たす動確降者え会に後
、（［｜］戦。るがかのをよは藩半
協は分に協１－新に１１１Ｊ三う八ち以
iiMl、史盃調動体、’'’八。ｕ人降
会そでつ会｜イリ制協辰八とＩ)'１つの
はれ、た［ｌにと洲次○６かた｜(|：
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で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
の
妙

岐
終
号
で
あ
っ
た
と
批
察
さ
れ
る
。

一
九
三
○
年
代
後
半
の
協
調
会
に
お
い
て
、
終
了
化
の
灸
阿
組
織
化
に
よ
る
「
社
会
政
簸
の
徹
底
」
方
針
が
変
化
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
戦
時
社
会
政
莱
へ
の
移
行
過
程
に
お
い
て
、
同
窓
会
は
、
そ
し
て
講
習
会
も
、
獄
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て
の
終
了
生
数
の
低
水
耶
疋
称
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
窓
会
の
会
州
も
、
一
九
三
爪
年
の
一
パ
ザ
が
、
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戦
後
直
後
の
協
調
会
の
解
散
経
過
に
つ
い
て
は
、
協
調
会
常
務
理
事
で
あ
っ
た
千
葉
了
の
手
記
「
協
調
会
解
散
に
関
す
る
経
過
の
真

Ⅲ
」
が
あ
り
、
「
協
調
会
史
』
第
八
章
節
川
筋
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
協
調
会
解
散
に
追
込
ま
れ
る
過
厭
で
な
さ
れ
た
協
調
会
二

七
年
間
の
脈
史
の
総
括
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
九
三
○
年
代
後
半
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
協
調
会
に
お
け
る
協
調
主
義
の
「
戦
時
的
偏

向
」
の
時
期
で
あ
り
、
「
戦
時
的
狼
Ⅱ
」
の
時
川
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
（
『
協
調
会
史
」
一
二
流
ペ
ー
ジ
、
一
二
六
ペ
ー
ジ
）
。
解
散
問
題
で
Ｇ

Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
時
、
協
調
会
側
が
力
説
し
た
の
は
「
協
調
会
の
社
会
政
策
的
施
策
殊
に
社
会
政
策
学
院
の
事
蹟
」
で
あ
っ
た

（
『
協
調
会
史
』
一
四
一
ペ
ー
ジ
）
。

占
伽
体
制
に
お
い
て
、
０
ｍ

が
、
ま
た
、
社
会
政
莱
学
院
へ

家
主
義
的
」
で
あ
っ
て
「
非
皿

一
九
Ｎ
六
年
六
月
三
日
、
Ｏ
Ｈ
Ｑ
の
綿
済
科
学
局
労
働
課
長
テ
ォ
ド
ー
ル
。
コ
ー
ェ
ン
は
、
戦
後
、
協
洲
会
会
長
に
選
ば
れ
て
い
た
添

川
敬
一
郎
に
次
の
よ
う
に
諮
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
『
協
調
会
史
』
一
二
七
ペ
ー
ジ
）
。

て
い
る
。

協
調
会
労
働
運
動
を
抑
制
す
る
立
場
に
あ
っ
た
床
次
内
務
大
臣
等
の
主
張
に
よ
っ
て
川
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
歴
史
は
国
家
主
義
的
で

あ
っ
て
、
労
働
巡
勁
を
助
成
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
殊
に
労
働
糾
合
巡
勤
を
抑
圧
す
る
立
場
を
と
っ
て
来
た
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
性
桁
が
産
業
報
例

会
を
生
み
、
そ
れ
が
そ
の
後
逐
に
囚
家
の
統
制
下
に
戦
争
に
協
力
す
る
柵
勁
を
す
る
に
至
っ
た
。
巌
州
の
斯
か
る
行
き
方
に
対
し
て
協
洲
会
が
反
対
し

た
耶
火
は
認
め
る
け
れ
ど
も
、
妓
初
に
産
報
を
生
ん
だ
と
い
ふ
事
実
の
力
は
一
価
菰
大
な
関
係
を
持
つ
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

勿
論
、
協
調
会
の
や
っ
て
き
た
事
業
の
う
ち
に
は
賞
賛
に
値
ひ
す
る
も
の
ｈ
少
な
く
な
か
っ
た
》
」
と
は
光
分
に
認
め
る
し
、
又
騒
近
に
於
け
る
諸
君

の
努
力
に
就
い
て
も
よ
く
諒
解
が
出
来
る
。
併
し
、
協
調
会
の
長
い
歴
史
に
対
す
る
労
働
巡
勁
者
側
の
反
感
が
甚
だ
し
く
て
こ
の
ま
、
事
業
を
継
続
し

に
お
い
て
、
Ｇ
Ⅱ
Ｑ
は
、
協
洲
会
が
服
測
体
制
に
対
し
て
独
向
性
を
雌
保
し
対
崎
の
盗
勢
を
と
っ
た
経
過
を
認
め
は
し
た

（
６
）
 

社
会
政
莱
学
院
の
経
過
に
枇
極
的
な
評
価
を
与
え
は
し
た
が
、
協
調
会
を
「
官
恢
的
」
「
資
本
家
的
」
「
反
労
働
者
的
」
「
国

で
あ
っ
て
「
非
民
主
主
義
的
な
機
側
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
に
至
っ
て
い
た
と
す
る
感
触
を
、
当
時
の
協
調
会
関
係
者
は
得
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協
調
会
二
七
年
の
歴
史
に
お
い
て
、
次
の
時
代
に
継
承
さ
れ
る
価
値
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
の
は
社
会
政
策
学
院
の
事
業
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
社
会
政
筑
学
院
は
中
央
労
働
学
則
大
半
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

中
央
〃
働
学
凧
大
学
社
会
学
部
は
法
政
大
学
社
会
学
部
と
な
る
。
か
っ
て
、
協
調
会
の
労
働
裸
艮
で
あ
っ
た
村
山
砿
忠
、
『
社
会
政
鞭

時
柵
』
の
編
集
責
任
者
で
あ
っ
た
山
本
殿
、
協
調
会
嘱
託
と
し
て
「
社
会
政
策
時
報
』
に
健
筆
を
振
る
っ
て
い
た
栢
野
昭
夫
、
な
ど
が
、

中
央
労
働
学
風
大
学
を
経
て
法
政
大
学
社
会
学
部
の
教
授
会
を
柵
成
す
る
に
至
る
。
そ
の
間
の
経
純
の
詳
細
な
追
跡
は
、
「
法
政
大
学
社

会
学
部
史
」
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
大
原
社
研
所
蔵
「
協
調
会
文
脈
」
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
会
柵
の
什
叶
は
以
下
の
通
り
。

①
社
会
政
筑
学
院
同
窓
会
機
関
誌
『
同
窓
会
々
報
』
川
Ⅲ
号
、
一
九
二
七
年
八
月
。

②
社
会
政
簸
学
院
同
窓
会
機
側
誌
「
同
窓
会
々
細
』
節
二
号
、
一
九
二
八
年
十
一
月
。

③
社
会
政
策
学
院
同
窓
会
機
関
誌
『
同
窓
会
々
報
』
第
三
号
、
一
九
二
九
年
十
一
月
。

④
社
会
政
策
学
院
同
窓
会
機
関
誌
『
同
窓
会
々
報
」
第
四
号
、
一
九
三
○
年
十
二
月
。

⑤
社
会
政
策
学
院
同
窓
会
機
関
誌
「
同
窓
会
々
報
』
第
五
号
、
一
九
三
一
年
十
二
月
。

⑥
協
調
会
・
社
会
政
策
学
院
学
友
会
誌
『
主
潮
」
第
六
巻
第
一
号
、
一
九
三
二
年
七
Ⅱ
。

⑦
協
調
会
・
社
会
政
筑
学
院
学
友
会
誌
『
主
潮
」
第
六
懇
第
二
号
、
一
几
三
二
年
一
○
月
。

て
行
く
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
忠
は
れ
る
か
ら
、
こ
の
際
協
調
会
を
解
散
し
て
別
に
招
称
も
機
榊
も
全
く
新
し
い
労
働
問
題
研
究
の
た
め
の
学
徒
の
川

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

体
を
柵
成
し
、
そ
れ
に
協
調
会
の
寅
娠
を
委
譲
さ
れ
る
や
う
に
な
さ
れ
る
》
」
と
を
希
望
す
る
。
尤
も
現
在
の
協
調
会
の
耶
業
で
な
か
な
か
よ
い
も
の
が

、
、

あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
新
団
体
で
採
り
上
げ
て
や
る
が
よ
い
し
、
又
熟
純
せ
る
職
員
も
居
る
か
ら
、
そ
れ
は
続
い
て
勤
め
る
よ
う
に
す
る
が
よ
い
と
者
へ

る
。
（
傍
点
は
引
用
者
）
。
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（
３
）
吉
川
茂
を
回
想
す
る
関
係
背
の
発
青
か
ら
伺
え
る
の
は
、
内
務
官
僚
の
Ⅱ
常
語
と
し
て
「
商
等
悔
川
食
蝋
」
で
あ
る
と
か
「
脳
官
」
「
奏
柾
」

「
勅
征
」
で
あ
る
と
か
が
仙
川
さ
れ
て
い
た
実
態
で
あ
る
（
前
掲
「
吉
川
茂
』
一
二
三
ペ
ー
ジ
、
一
四
六
ペ
ー
ジ
、
一
一
一
七
ペ
ー
ジ
）
。
身
分
と
し

て
の
位
階
制
度
に
浸
り
切
っ
た
「
高
等
官
」
の
立
場
か
ら
「
属
吏
」
に
「
社
会
」
観
念
を
植
え
付
け
、
「
政
策
」
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を
求
め
る

柵
造
が
社
会
政
筑
学
院
に
ま
つ
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
榊
造
か
ら
受
講
打
の
側
に
は
「
養
成
さ
れ
た
」
と
す
る
意
識
が
あ
り
、
全
国
に
配
趣
さ
れ
る

「
社
会
技
師
」
と
し
て
の
自
覚
が
生
ま
れ
て
い
る
（
［
会
報
⑮
］
五
二
ペ
ー
ジ
）
。
身
分
支
配
の
「
官
と
等
級
」
の
世
界
に
あ
っ
て
、
「
全
体
会
議
」

を
開
き
、
身
分
差
を
越
え
た
議
論
を
組
織
し
た
と
こ
ろ
に
吉
川
茂
の
新
宮
隙
性
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
吉
川
茂
」
二
○
七
ペ
ー
ジ
）
。

（
４
）
二
○
回
生
の
あ
る
受
講
者
は
一
九
二
七
年
の
教
室
の
雰
川
気
に
つ
い
て
、
｜
「
講
習
生
の
数
は
百
名
を
一
寸
欠
け
た
許
り
で
鉄
道
省
や
専
売
局
等
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
多
く
坊
さ
ん
も
四
、
瓜
名
は
居
た
。
女
子
が
四
名
程
居
て
中
に
Ｓ
と
い
ふ
人
は
夫
婦
で
来
て
ゐ
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
［
会
綴

⑧
協
調
会
・
社
会
政
策
学
院
学
友
会
誌
『
主
潮
』
第
七
巻
第
一
号
、
’
九
三
三
年
一
月
。

⑨
協
調
会
・
社
会
政
雄
学
院
学
友
会
誌
『
主
潮
』
節
七
巻
第
二
号
、
一
九
三
三
年
四
月
。

⑩
協
調
会
・
社
会
政
策
学
院
学
友
会
誌
「
主
潮
』
第
七
巻
第
三
号
、
一
九
三
三
年
一
○
几
。

⑪
協
調
会
・
社
会
政
簸
学
院
学
友
会
誌
「
主
潮
』
第
二
号
、
一
九
三
Ｗ
年
四
月
。

⑫
協
調
会
・
社
会
政
策
学
院
学
友
会
誌
『
主
潮
』
第
一
二
号
、
一
九
三
四
年
八
月
。

⑬
協
調
会
・
社
会
政
策
学
院
学
友
会
誌
『
主
潮
』
第
一
三
号
、
’
九
三
五
年
一
月
。

⑭
協
調
会
・
社
会
政
簸
学
院
学
友
会
誌
『
主
潮
』
第
一
川
号
、
一
几
三
瓦
年
六
Ⅱ
。

⑮
社
会
政
策
学
院
同
窓
会
報
『
主
潮
」
第
一
且
号
、
一
九
三
五
年
十
一
月
。

（
２
）
協
調
会
設
立
時
か
ら
の
剛
蛎
で
あ
り
、
長
く
社
会
政
簸
学
院
の
院
艮
を
務
め
た
塩
沢
昌
貞
が
、
「
労
働
問
題
の
本
圃
と
此
解
決
〃
針
」
を
論
じ
、

社
会
政
策
研
究
者
を
導
く
観
念
と
し
て
一
文
化
的
生
存
（
ク
ル
ト
ゥ
ー
ァ
・
エ
ギ
ジ
ス
テ
ン
ッ
と
が
あ
り
、
「
人
間
ら
し
き
作
れ
（
メ
ン
シ
ェ
ン

ヴ
ィ
ル
デ
ィ
ゲ
ス
・
ダ
ー
ザ
ィ
ン
）
」
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
例
も
あ
っ
た
（
「
社
会
政
簸
時
報
」
一
九
二
○
年
一
二
月
）
。
塩
沢
は
、
協
調
会
の
発

足
に
当
た
っ
て
、
渋
沢
栄
一
に
「
社
会
政
筑
学
院
と
云
ふ
棟
な
名
榊
に
で
も
し
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
提
言
し
た
こ
と
が
あ
る
と
Ｍ
魁
し
て
い
る

足
に
当
た
っ
て
、
渋
沢
栄

（
［
会
報
］
⑮
六
ペ
ー
ジ
）
。
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⑮
］
五
○
ペ
ー
ジ
）
。
所
属
・
職
業
は
多
様
で
、
一
覧
表
に
ま
と
め
る
こ
と
も
困
難
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
答
察
、
軍
、
関

係
者
の
数
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
第
一
回
の
受
講
生
の
中
に
、
憲
兵
隊
の
廿
柏
正
彦
が
妹
と
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
（
［
会
報
⑮
］
二
○
ペ
ー
ジ
、
狐
二
ペ
ー
ジ
）
。
一
定
期
間
で
掲
峨
さ
れ
る
「
会
貝
の
職
業
、
勤
務
先
変
災
」
柵
を
見
る
と
、
受
識
生
が
終
了

後
に
職
場
を
新
た
に
附
緬
し
た
場
合
の
進
路
が
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

（
５
）
一
九
三
一
年
に
衆
議
院
を
通
過
し
た
労
働
組
合
法
案
が
段
族
院
で
握
り
波
さ
れ
た
時
、
吉
川
は
、
思
わ
ず
「
嵐
本
家
の
奴
ら
が
…
」
と
怒
り
を

口
に
し
、
悩
満
や
る
か
た
な
い
面
持
ち
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
（
こ
の
注
Ｉ
）
『
吉
川
茂
』
五
五
ペ
ー
ジ
）
。
吉
川
の
怒
り
の
満
を
Ⅲ
い

た
の
は
山
家
和
子
で
あ
っ
た
。
山
家
の
「
父
の
こ
と
」
を
参
照
（
同
上
「
吉
田
茂
」
四
一
二
ペ
ー
ジ
）
。
吉
田
は
、
ま
た
、
「
貴
族
院
改
革
」
「
憲
法

改
正
」
を
表
面
に
は
Ⅲ
さ
な
い
が
「
配
噸
」
し
て
い
た
と
い
う
（
同
上
『
吉
川
茂
」
二
二
○
～
二
二
一
ペ
ー
ジ
）
。
一
九
三
一
年
に
組
織
を
露
呈
さ

せ
た
圃
維
会
は
、
行
政
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
が
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
段
階
へ
の
突
入
を
決
な
し
た
現
わ
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
地
下
百
尺
」
の

組
織
は
「
地
上
百
尺
」
の
組
織
と
な
り
、
政
党
政
治
派
に
攻
繋
さ
れ
て
一
九
三
四
年
に
は
解
体
に
追
い
や
ら
れ
た
。
後
藤
文
夫
、
安
岡
正
徳
、
な

ど
の
国
維
会
に
つ
い
て
の
回
顧
談
を
参
照
（
同
上
「
吉
川
茂
』
一
七
九
ペ
ー
ジ
、
以
下
参
照
）
。

（
６
）
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
半
年
余
で
、
社
会
政
簸
学
院
は
再
開
さ
れ
て
い
た
。
学
院
長
に
枕
伍
し
た
の
は
大
河
内
一
男
で
あ
っ
た
ｓ
協
調
会

史
』
一
二
二
ペ
ー
ジ
）
。
大
河
内
は
、
そ
の
前
か
ら
学
院
の
武
任
者
で
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
大
河
内
の
協
調
会
に
つ
い
て
の
回
想
に
は
、
次

の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
た
。
「
四
尾
は
肋
き
な
が
ら
勉
強
し
た
。
彼
が
い
ち
ば
ん
教
え
を
受
け
た
の
は
宇
野
利
右
術
門
の
『
職
工
俊

辿
論
』
と
山
県
遜
一
の
『
職
工
組
合
論
』
で
あ
り
、
明
治
時
代
の
労
働
巡
助
の
脂
弊
打
が
ど
ん
な
に
苦
労
し
て
組
合
を
つ
く
っ
た
か
は
、
四
足
に

深
い
感
銘
を
あ
た
え
た
。
西
尾
の
勉
強
と
い
え
ば
、
第
二
次
大
戦
中
、
労
働
組
合
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
み
な
解
散
し
て
し
ま
っ
た
後
の
頃
、
当
時
の

芝
公
園
の
協
調
会
館
の
な
か
の
図
謹
館
へ
き
て
し
き
り
に
水
を
読
ん
で
い
た
西
尾
末
広
の
姿
を
私
は
よ
く
覚
え
て
い
る
。
戦
後
に
そ
な
え
る
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
性
米
の
読
誹
好
き
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
私
は
当
時
協
調
会
に
付
風
さ
れ
て
い
た
労
働
学
院
と
い
う

教
育
機
関
の
武
任
者
の
よ
う
な
立
場
を
か
ね
て
い
た
の
で
、
よ
く
彼
の
姿
を
図
諜
館
で
み
か
け
た
。
冬
の
寒
い
こ
ろ
、
も
ち
ろ
ん
暖
房
も
な
く
が

ら
ん
と
し
た
図
響
室
の
な
か
で
、
冬
外
套
を
荷
た
求
ま
で
読
替
に
余
念
の
な
い
彼
の
姿
は
、
ま
こ
と
に
印
象
的
だ
っ
た
」
（
『
階
い
谷
間
の
労
肋
述

動
Ｉ
大
正
・
昭
和
（
前
川
）
」
岩
波
新
書
、
一
九
七
○
年
、
三
三
ペ
ー
ジ
）
。
や
が
て
片
山
内
閣
で
官
房
長
官
と
な
り
、
芦
川
内
閣
で
副
総
理
と
な
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社会政雄学院修了生概覧［W{和10年１１月調］

（｢三1(lW1」1935年１１ﾉ１号，ｐｐ､６８～69.） る
西
尾
は
、
「
暗
い
谷
間
」
の
時
代
に
日
本
労
働
総
同
盟
の
覚
任
者
を
経
験
し
数
少
な
い
無
産
政
党
出
身
の
国
会
議
員
と
な
っ
て
い
た
一
人
で
あ
っ

た
。

(1)修了生職業別

修了生学歴別２ 

8６ 

官庁公術勤務者

会社]:場勤務者

宗教家

iNi業

社会lIi業ＩＪＩ体勤務者

新ｌ１ｌＩ雑誌１１１版社釛務者

教fir家

学校ＩＨＩ係勤務者

学Ll：

宗教lill体勤務者

胆業

共他

物故会員

１ ０ ０ １ 

５１ ８０ ３１ 

１８３０２９６６０５ ８４４４２１１１１６ ７ 

計2547名

[１１竿学校卒業

:W[''１１学校卒業

大学卒業

imi辮小学校卒業

特殊学校卒業

Ｉｌｌ報学校半途退学

jWlⅡ1学校半途退学

大学1'2途退学

尋ＩＩｉｒ小学校卒業

1035 

587 

282 

231 

176 

112 

93 

2イ

７ 

計25117名



協調会と大原ﾈＩ研

(3)修了生講習会別

(講習期'''1は各３カル第22回のみ翌年へかけて６カ月｡）

(各年の実数と集計数の差は原文のママ｡）

8７ 

回期 講習年 志願者 人学者 修了者

ｌ２３４５６７８９ｍｕｎ⑬Ｍ阻旧Ⅳ旧旧別別犯羽別邪加〃加羽釦祉犯羽皿躯
０ ２ ９ １ 

０ ２ ９ １ 

１１２ ２２２ ９９９ １１１ 
２ ２ ９ １ 

３３４４４ ２２２２２ ９９９９９ １１１１１ 
５ ２ ９ １ 

５５６６６ ２２２２２ ９９９９９ １１１１１ 
７ ２ ９ １ 

７７８８ ２２２２ ９９９９ １１１Ｉ 
９ ２ ９ １ 

９００１１２２３ ２３３３３３３３ ９９９９９９９９ １１１１１１１１ 
３ ３ ９ １ 

４４５ ３３３ ９９９ １１１ ６２５６３９２９６０８１７１３７５３６３６６０４５３７２６９０６７５１ １９７８８７２６８１６６４７０６６１４５０３３１２８７９９８５８７９７ 
２ 

１ 

１１１２１１１１２１１１１ 
旧卯、船柘倒Ⅲ茄皿Ⅳ田

２ 

１ 

９２７３４８７５０３８９ｌ５５５ｌ４０ ｌｌ４４３ｌ９３ｌ３９９９９６５７７７ 
ｌ１１１１ 
１１ 

６５４０８ ３５８５ ０７０２２８４４５７８２６６８８１６５６７４１６３９８２７２０８６７１ ２６６７７５９５７８４０７４１１９８２９０７８７８５４６６６３５４７５ 
１ 

１ 

１１ 

１ 

計 3859 3060 2547 



協鯛会社会政策学院

|霧ili1； mjifNmliMi11Im 

「協鯛会社会政策学院」とあるが協調会鮒のiliUli全景である。「協調会史」

によれば，Ｉ９２１Ｉ１２，芝公園の六リ地に500余lliを東京ＴＩ丁から(|;り受け，建

てl､ﾄﾞ1200余坪の会伽を総工費５２ﾉﾉ''１で竣]:させた（p､60.)・第二次大戦
後は，協調会館は【'１火労働会賊として使111された。

「学院講義の￣場面」とされている。女性が１，２名，参lⅡＩしている例が

珍しくなかった。

８８ 



Ⅱ編W会と大lHi社研

IHI係洲て勘公録流は働が
こ係が会の第学｜)}１の協す、問法解
のと確がイビー｜利賀’１’謝る一題政散

うそⅦ２；Mllil1|;紙側糾ｉ
ののれさを戦’i(ｉあ、科にバセへ本
研接るれ維直とり内とな｛ドン合餓
究点こ、持後し、務はつ、タ併保
機をと大し、て法省、たｌｌｌｌさイ／
隈’（'リは原続同保政やツノの脇がれ（｜
は点な；I：けじイｊＡ人警働で洲投るノＪ紬
、６か研、年さ学察組あ会立と数び
す侍つも新にれｉｌ：・合り資さと千と
でちた尖休止て会憲の、科れも’１|｝し
に、が質制まいツノ兵動今も、に、て
設戦、的へれた勘隊｜｢リ｝Ｉ収協、人｜
立後ｉｉｌ１ｊにのた。｜１１１とやにめ調協阪
さ面荷解Ｏ|：協翅協争」i（て会洲文
れ後が体呑調溢調議つい文会所
るにますを会料会をてるＩｌｌｉ文保
前はつる千とセが１１’いの（よＩＩｌｉ管
史協たにう人ン交心るで同とこ
の同〈韮じ原クわとの、セし千
段ＵＵ無るて社１しすでこンて余
階係IHI二避研にたるあこタ法’１|｝

てｔ￥jllii：'４隙Ｗ鱗で洲：
対てあ’''１が大さ交１１１１゜協大学さ
杭のつ、ら日れ換趣調原図れ
し接たこ、本る記に会社認｝た
競点わつ第帝求録つ蔵研伽協
合すけの二国で６い書のへ洲
すらで１J｝次体、含てと蔵移会
る、は究’１１：制ｌｌｌＩまｂＩｊ協書管の
関瞬な機界下調れ調淵とさ蔵
係’''１か側大で会て会会合れ瞥

筋雌Ｍ勝｣iiiii：徽徽流土ば
りは。に終にか・が｜よす。、
結持ｉ１１１ｊ細了社ら大収、る一・一

Ｉ獺戦(｜
鮎：薦Ⅶ鮒：：!'同蝋
はいな米機人ら。資セに学
、は交た関１１１れそ科ンネl：｜'|(１
－競流。と火たのとタ会大
九合｜Ｈ１協し労非記合｜労学

六
協
調
会
と
大
原
社
研
の
接
点

8９ 



一
八
年
、
政
府
が
内
務
省
に
組
織
し
た
救
済
事
業
調
査
会
の
諮
問
と
溶
血
か
ら
生
ま
れ
た
（
『
協
調
会
史
」
一
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
救
済
醜
業
調

在
会
に
は
、
商
野
埼
三
郎
が
参
加
し
て
い
た
。
救
済
事
業
調
査
会
で
、
間
野
は
、
労
働
組
合
設
概
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
や
が
て
協
調
会
の

中
心
と
な
る
桑
田
熊
蔵
や
内
務
省
の
委
員
と
激
し
く
衝
突
し
て
い
た
経
過
が
あ
る
（
大
島
清
箸
「
高
野
岩
三
郎
ト
巴
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、

一
一
二
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）
。
救
済
聯
業
調
査
会
で
示
さ
れ
た
労
働
組
合
派
と
し
て
の
間
野
の
立
場
か
ら
大
原
社
研
が
生
ま
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、
後
に
大
原
社
研
所
員
と
な
る
櫛
川
氏
蔵
は
、
当
時
、
「
救
済
事
業
」
と
い
う
発
想
が
持
つ
慈
忠
的
意
味
を
批
判
す
る
論
陣
を

振
っ
て
い
て
、
岡
野
の
強
力
な
文
持
打
と
な
っ
て
い
た
。

国
際
労
働
会
議
労
働
代
表
選
定
問
題
が
発
生
し
た
の
は
一
九
一
九
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
で
、
政
府
に
お
け
る
「
社
会
政
簸
的
見
地

よ
り
す
る
労
資
調
粧
機
関
」
設
立
の
機
迎
は
急
速
に
熟
し
た
（
『
協
調
会
史
」
Ⅲ
ペ
ー
ジ
）
。
と
こ
ろ
で
、
岐
初
の
図
際
労
働
会
議
弥
働
代
表

に
選
ば
れ
た
の
は
高
野
岩
三
郎
で
あ
っ
た
。
労
働
代
表
を
一
度
は
受
諾
し
た
高
野
で
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
辞
退
す
る
こ
と
に
な
る

（
『
間
野
岩
三
郎
伝
』
一
四
バ
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）
。
岡
野
は
東
京
帝
国
大
学
に
辞
表
を
捉
川
、
そ
の
肛
後
に
起
き
た
「
森
戸
馴
件
」
で
二
度
と

來
人
に
一
灰
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
高
野
の
大
原
社
研
所
長
就
任
が
確
定
さ
れ
た
。
高
野
は
、
第
一
回
国
際
労
働
会
議
に
後
に
人
原
社
研
所

ｕ
と
な
る
森
戸
辰
卯
を
同
行
す
る
予
定
で
い
た
。
岡
野
辞
柾
の
後
、
数
年
綴
っ
て
阿
際
労
働
会
識
弥
伽
代
炎
と
な
っ
た
の
は
協
洲
会
の
川

沢
義
釧
で
あ
っ
た
。

社
会
問
題
を
対
象
伽
域
と
す
る
調
査
・
研
究
機
関
と
し
て
、
協
調
会
も
大
原
社
研
も
、
岐
初
に
取
り
紺
ん
だ
仕
馴
は
、
社
会
洲
査
で

あ
っ
た
。
協
調
会
が
一
九
二
一
年
五
月
に
着
手
し
た
「
俸
給
生
活
者
及
び
職
工
の
生
計
調
査
」
は
、
「
我
国
に
於
け
る
最
初
の
試
み
」

（
『
協
調
会
史
』
三
七
ペ
ー
ジ
）
と
自
認
さ
れ
て
い
る
。
他
力
、
尚
野
山
灯
三
郎
が
友
愛
会
の
協
力
で
行
な
っ
た
一
九
一
六
年
の
「
束
京
二
於
ケ

ル
ニ
十
職
工
家
計
調
査
」
は
、
「
わ
が
国
最
初
の
社
会
統
計
的
方
法
に
よ
る
労
働
者
家
計
調
査
」
（
「
間
野
岩
三
郎
伝
』
九
二
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ

て
い
る
。
一
九
一
几
年
に
は
、
岡
野
ら
に
よ
っ
て
「
Ⅱ
脇
洲
在
」
と
呼
ば
れ
る
祁
巾
労
働
行
の
生
祈
災
態
洲
行
が
開
始
さ
れ
て
い
た

9０ 



（
「
高
野
岩
三
郎
伝
」
九
四
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
）
。
こ
の
「
月
島
調
査
」
に
は
、
後
に
大
旗
社
研
所
員
と
な
る
樅
川
保
之
助
が
参
加
し
て
い
た
。

『
社
会
政
策
時
報
』
の
川
刊
号
（
一
九
二
○
年
九
Ⅱ
）
は
、
裏
表
紙
全
而
で
、
大
原
社
研
の
「
日
本
労
働
年
艦
・
大
正
九
年
版
』
の
広
告

を
扱
っ
て
い
る
。
二
つ
の
機
関
の
初
発
点
に
お
い
て
、
両
者
の
関
係
は
平
穏
に
見
え
た
。
し
か
し
、
『
社
会
政
策
時
報
』
の
第
八
号
（
’

九
二
一
年
四
月
）
で
は
、
協
調
会
常
務
理
事
で
あ
る
永
井
亨
が
、
協
調
会
と
類
似
の
機
関
を
欧
米
諸
国
に
探
し
て
み
て
も
見
当
た
ら
な
い

と
し
た
つ
い
で
に
、
「
我
邦
」
の
社
会
政
策
学
会
や
「
大
原
社
会
政
策
研
究
所
」
に
つ
い
て
「
事
新
ら
し
く
説
明
す
る
の
必
要
も
な
か
ら

う
」
と
す
る
言
及
を
見
せ
て
い
る
。
永
井
は
、
協
調
会
と
大
原
社
研
が
異
質
の
機
関
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
軽

く
い
な
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
協
調
会
編
『
妓
近
の
社
会
述
動
』
二
九
二
九
年
）
に
お
い
て
も
、
「
労
資
協
調
機
関
」
と
し
て
の
協
調

会
と
、
「
社
会
問
題
調
杏
機
関
」
と
し
て
の
大
原
社
研
と
は
、
画
然
と
距
離
を
微
い
た
地
点
に
位
悩
付
け
ら
れ
て
い
た
。

他
力
、
『
日
本
労
働
年
鑑
・
大
正
十
年
版
』
は
、
「
労
資
協
調
迦
勁
」
の
編
を
設
け
、
そ
こ
で
宿
士
瓦
斯
紡
績
会
社
抑
止
工
場
の
同
盟
罷

業
に
つ
い
て
協
調
会
が
示
し
た
態
度
を
、
「
労
働
争
議
の
仲
裁
和
解
に
対
し
て
極
め
て
消
極
的
態
度
を
侍
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
天
下

に
暴
露
す
る
に
至
っ
た
」
（
二
四
一
一
一
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
厳
し
い
「
批
評
」
を
与
え
て
い
た
（
「
協
調
会
史
」
三
三
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
こ
こ
で
、
協

調
会
と
大
原
社
研
の
間
に
あ
る
の
は
対
抗
関
係
で
あ
っ
た
。

協
調
会
の
教
育
機
関
と
し
て
は
、
社
会
政
策
学
院
の
ほ
か
に
「
高
小
卒
」
を
人
学
資
桁
と
す
る
「
労
務
者
識
習
会
」
や
「
灯
期
識
習

研
会
」
が
あ
り
、
来
京
、
大
阪
、
神
戸
、
冊
岡
、
京
部
、
名
古
屋
、
広
島
、
な
ど
で
開
設
さ
れ
て
い
た
。
前
者
は
、
砲
兵
工
廠
、
海
蛎
工
廠

ｔ
 

恥
な
ど
か
ら
「
在
職
々
Ｌ
」
を
募
集
す
る
方
針
の
労
働
学
校
で
あ
っ
た
（
『
社
会
政
策
時
報
』
一
九
二
一
年
一
一
一
月
）
。
大
原
社
研
の
森
戸
辰
男
な

黙
ど
が
中
心
に
な
っ
た
「
大
阪
労
働
学
校
」
と
は
対
抗
す
る
内
容
の
労
働
学
校
で
あ
っ
た
。
労
務
者
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
藤
野
豊
「
協
調

会調
政
策
の
推
進
ｌ
協
調
会
に
よ
る
労
働
者
の
銃
〈
ロ
ー
」
『
近
代
日
本
の
統
合
と
抵
抗
③
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
二
年
、
大
阪
労
働
学
校
に

協

つ
い
て
は
、
大
原
社
研
編
『
大
阪
労
働
学
校
史
ｌ
独
立
労
働
者
教
育
の
足
跡
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
二
年
、
が
あ
る
。
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協
調
会
と
人
原
社
研
の
協
同
の
接
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
次
Ⅲ
界
大
戦
終
了
耐
後
、
一
九
Ｎ
六
年
五
几
二
ｎ
日
か
ら
協
調

会
が
解
散
す
る
同
年
七
月
一
二
日
ま
で
の
間
、
僅
か
二
力
川
間
余
で
あ
る
が
、
大
原
社
研
の
森
戸
辰
男
が
協
調
会
の
叫
小
に
就
征
、
評
議

員
と
な
り
常
議
員
と
な
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
（
「
協
調
会
中
色
一
六
○
、
一
六
九
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
時
期
、
大
原
社
研
は
実
態
と
し
て
は
解

散
状
態
に
あ
っ
て
戦
後
の
再
構
築
を
模
索
し
て
い
る
過
程
に
あ
っ
た
。
森
戸
は
、
必
ず
し
も
大
原
社
研
の
所
員
、
あ
る
い
は
副
所
長
と
し

て
協
調
会
理
事
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
森
戸
は
、
す
で
に
日
本
社
会
党
の
中
央
委
員
で
あ
り
衆
議
院
議
員
で
あ
っ

た
。
協
調
会
叫
事
と
し
て
の
森
戸
の
胴
書
き
は
「
衆
議
院
議
員
、
社
会
立
法
協
会
常
務
即
事
」
と
な
っ
て
い
た
（
「
協
調
会
史
」
一
二
三

た
。
協
和

ペ
ー
ジ
）
○

と
な
っ
て
い
た
。

協
洲
会
も
大
原
社
川
も
、
と
も
に
労
働
年
鑑
を
発
行
し
続
け
た
。
協
調
会
の
『
労
働
年
鑑
』
は
、
一
九
二
八
年
版
『
梅
外
労
働
年
鑑
』

と
し
て
発
足
、
一
九
三
三
年
か
ら
『
労
働
年
鑑
』
に
切
り
替
え
ら
れ
た
が
、
国
際
労
働
運
動
の
記
録
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
大
原
社
研
の

『
日
本
労
働
年
鑑
』
は
、
国
内
の
労
働
運
動
の
記
録
に
力
を
注
い
で
い
た
が
、
労
働
運
動
の
議
会
進
川
と
議
会
活
動
の
記
録
に
も
留
意
す

る
特
徴
を
発
揮
し
て
い
た
。
両
者
は
期
せ
ず
し
て
補
完
関
係
を
柵
築
し
て
い
た
。

帝
国
体
制
下
の
社
会
問
題
調
査
・
研
究
機
関
が
帝
国
体
制
下
の
社
会
労
働
述
動
史
研
究
に
接
近
し
た
貴
或
な
事
例
が
あ
る
。
協
調
会
が

「
創
立
十
脚
年
記
念
川
版
」
と
し
て
一
九
二
九
年
に
発
刊
し
た
『
岐
近
の
社
会
迎
動
』
と
人
脈
社
研
が
同
じ
一
九
二
九
年
に
発
刊
し
た

『
日
本
社
会
主
義
文
献
第
一
輯
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
点
も
ま
た
、
対
抗
・
競
合
関
係
で
な
く
柵
完
関
係
に
あ
っ
た
と
兇

る
こ
と
が
出
来
る
。

戦
時
体
制
と
し
て
の
労
働
国
簸
に
、
協
調
会
は
、
時
局
対
策
委
員
会
と
産
業
報
国
連
盟
の
組
織
化
で
対
応
し
た
。
大
原
社
研
は
、
ナ
チ

ス
の
労
働
戦
線
の
職
種
的
な
紹
介
で
対
応
し
た
。
戦
時
体
制
へ
の
対
応
は
、
協
調
会
と
大
原
社
研
の
対
抗
と
競
合
を
越
え
た
新
た
な
接
点

9２ 



戦
後
直
後
の
協
調
会
は
、
全
理
事
の
三
分
の
二
を
改
選
し
、
添
川
新
体
制
と
し
て
、
労
働
組
合
代
表
を
理
事
会
に
加
え
る
櫛
成
を
と
っ

て
い
た
。
戦
後
の
協
調
会
に
お
い
て
、
副
会
及
は
日
本
労
働
総
同
洲
会
長
の
松
岡
駒
吉
で
あ
っ
た
。
森
戸
は
、
同
じ
く
衆
議
院
議
員
で

あ
っ
た
四
足
末
広
な
ど
と
と
も
に
、
「
労
働
述
勅
関
係
者
」
の
皿
卵
と
し
て
剛
馴
会
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
聯
怖
を
巷

噸
し
な
が
ら
も
、
戦
後
面
後
の
時
点
で
、
協
調
会
と
人
脈
社
研
と
の
側
に
は
、
対
抗
で
も
競
合
で
も
な
い
協
同
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と

見
る
こ
と
が
Ⅲ
来
る
。
森
戸
が
川
事
に
就
任
す
る
前
、
協
調
会
と
人
脈
社
研
と
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
関
係
が
樹
立
さ
れ
て
い
た
。

占
傾
体
制
下
に
樋
か
れ
、
装
い
を
新
た
に
し
つ
つ
あ
っ
た
協
調
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
協
調
会
は
、
一
九
四
近
年
一
二
月
、
終
戦
後
四

ヵ
月
の
時
点
で
、
「
大
原
社
会
問
題
研
究
所
及
び
社
会
立
法
協
会
と
の
共
同
主
催
」
で
「
戦
後
の
社
会
政
策
を
研
究
」
す
る
た
め
「
社
会

政
策
協
議
会
」
を
開
雌
し
た
と
す
る
記
録
を
「
正
史
」
に
残
し
て
い
る
（
「
協
調
会
史
』
’
二
二
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
場
合
も
、
お
そ
ら
く
は
、

大
原
社
研
同
人
と
し
て
の
高
野
岩
三
郎
や
権
田
保
之
助
や
久
留
間
鮫
造
や
大
内
兵
衞
な
ど
の
意
向
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
た
森
戸

辰
男
の
、
ほ
と
ん
ど
個
人
的
な
参
加
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
社
会
政
策
協
議
会
」
に
お
い
て
は
、
機
関
と
し
て
の
大
原
社
研
が
機

関
と
し
て
の
協
調
会
と
組
織
的
に
連
携
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

政
策
論
と
し
て
協
調
主
義
を
追
求
し
、
社
会
政
策
を
理
論
と
遮
動
の
両
面
で
展
開
し
て
来
た
協
調
会
に
お
い
て
は
、
政
策
科
学
論
の
視

点
が
欠
落
し
て
い
た
。
政
策
論
は
、
状
況
対
応
機
能
を
誇
る
、
た
だ
し
抑
制
装
置
を
内
蔵
し
て
い
な
い
惟
進
力
で
あ
り
、
暴
走
状
態
に

研
人
っ
て
も
向
己
制
御
が
不
能
で
あ
っ
た
。
他
方
、
凹
家
学
批
判
と
し
て
の
社
会
科
学
を
志
向
す
る
人
原
社
研
で
あ
っ
た
が
、
批
判
科
学
と

腕
し
て
の
社
会
科
学
は
、
皿
論
的
な
鋭
さ
の
ゆ
え
に
戦
時
体
制
下
に
お
け
る
政
筑
展
開
と
し
て
の
統
合
と
統
制
の
論
理
に
抓
否
の
姿
勢
を
肱

孕
み
川
す
だ
け
で
あ
っ
て
、
代
梼
選
択
肢
の
提
起
に
つ
い
て
熈
力
で
あ
っ
た
。
協
調
会
も
人
脈
社
研
も
、
一
九
一
九
年
以
降
の
二
七
年
間
の

会調
経
験
を
皿
じ
て
、
政
策
論
と
し
て
の
批
判
科
学
性
欠
落
と
、
批
判
科
学
と
し
て
の
政
筑
提
起
能
力
喪
失
と
い
う
、
政
莱
科
学
の
価
域
に
お

脇

け
る
無
力
さ
を
自
覚
す
る
共
通
の
地
点
に
到
達
し
て
い
た
。
こ
の
吐
く
皿
の
地
点
が
、
二
つ
の
研
究
機
関
の
協
同
の
地
点
と
し
て
、
ま
た
、
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二
つ
の
研
究
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ
の
在
り
方
の
収
赦
点
と
し
て
、
瞬
時
と
は
い
え
、
一
九
四
五
年
一
二
月
に
お
け
る
「
戦
後
の
社
会
政
策
を

４
 

９
 

研
究
」
す
る
た
め
の
「
社
会
政
策
協
議
会
」
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
と
見
た
い
。

箙
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
設
け
ら
れ
た
「
社
会
政
莱
協
議
会
」
と
い
う
到
達
点
は
、
協
調
会
と
大
原
社
研
と
い
う
二
つ
の
、
一
見
、
対

離
的
な
研
究
機
関
が
、
実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
在
り
方
の
深
い
所
で
お
互
い
に
引
き
合
う
関
係
性
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

冒
頭
で
、
協
調
会
と
大
原
社
研
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
状
況
と
い
う
母
胎
か
ら
生
み
落
と
さ
れ
た
異
父
兄
弟
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
の

は
、
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

〔
付
記
〕
本
校
の
要
旨
は
、
一
九
九
五
年
一
○
月
一
八
日
の
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
月
例
研
究
会
に
お
い
て
柵
告
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
何
点
か

の
有
益
な
ご
指
摘
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
し
て
謝
と
し
た
い
。


